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主な内容
わがまちデータわがまちデータ
●人　口　11,665人（前月比40人減）

●世帯数　5,577世帯

●15歳未満の年少人口　1,033人（比率8.86％）

●65歳以上の老齢人口　4,836人（比率41.46％）

●人口のうごき

　増加 16人　出生5人　     転入11人　　 職権2人

　減少 56人　死亡29人　   転出25人　   職権2人

2016（平成28）年11月30日現在2016（平成28）年11月30日現在

【女4人】【男11人 女18人】 【男12人 女13人】【女2人】

【男2人 女3人】

11月25・26日に開催された「世界津波の日」高校生サミットin黒潮。世界各国から高校生が黒潮町に
集まり大方あかつき館前で記念撮影。詳しくはP4～7の特集をご覧ください。

【男5人 女6人】 【男1人 女1人】

【男5,570人  女6,095人】

【男556人  女477人】
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
平
成
２９
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
さ
わ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
町
政
推
進
に
際

し
ま
し
て
は
、
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
事
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
毎
年
、
平
穏
な
１
年
を
願
う
と

こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
は
台
風
・
豪

雨
に
よ
り
住
家
の
浸
水
を
は
じ
め

道
路
や
農
地
等
に
、
大
き
な
被
害

が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
災
害
対
応
に
献
身
的
に

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
町
内
各
地

区
の
自
治
会
や
自
主
防
災
会
、
消

防
団
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
幸
い

に
も
人
的
被
害
に
は
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
本
町
で
初
め
て

実
施
い
た
し
ま
し
た
夜
間
避
難
訓

練
、
避
難
所
開
設
訓
練
に
は
、
夜

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
４
０
０
０
人

を
超
え
る
住
民
の
皆
様
の
ご
参
加

を
頂
き
、
改
め
て
防
災
意
識
の
高

さ
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
開
催
い
た
し
ま
し

た
「
世
界
津
波
の
日
」
高
校
生
サ

ミ
ッ
ト
ｉｎ
黒
潮
で
は
、
我
が
国
を

含
め
世
界
３０
カ
国
か
ら
３
５
０
人

を
超
え
る
高
校
生
が
一
堂
に
会
し
、

議
論
の
成
果
と
し
て『
黒
潮
宣
言
』

を
取
り
ま
と
め
、
世
界
に
発
信
頂

き
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
及
び
『
黒

潮
宣
言
』
は
国
内
外
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
、
出
席
さ
れ
た
高
校
生
・

関
係
者
か
ら
は
住
民
の
皆
様
の
お

も
て
な
し
に
大
変
感
動
し
た
と
の

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
本
年
も
人
口
減
少
社
会
に
お
い

て
、
今
後
、
力
強
く
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
」
を
核
と
し
た
地
域

福
祉
や
子
育
て
支
援
、
産
業
基
盤

の
強
化
、
防
災
等
、
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
は
山
積
で
す
が
、
住
民
の

皆
様
と
と
も
に
１
つ
１
つ
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
寒
さ

厳
し
い
折
、
ご
自
愛
い
た
だ
き
町

政
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご

指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
１
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
健
康
で
笑
顔
に
溢
れ

る
幸
せ
な
１
年
と
な
り
ま
す
事
を

祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ黒潮町長

大西　勝也
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

「
税
に
関
す
る
作
品
」

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」表
彰
式

「
第
54
回
大
方
の
秋
ま
つ
り
」と

「
第
4
回
黒
潮
町
ま
る
ご
と
産

業
祭
」を
合
同
開
催

　
幡
多
周
辺
の
た
く
さ
ん
の
お
店
が
集
ま
り
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
ミ
ニ
列
車
も
大
好
評

で
し
た
。

　
体
育
館
内
の
展
示
の
様
子
。

　
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
芝
子
躍
り
の
披
露
。

　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
大
勢
、
来
て
く
れ
ま
し
た
。

23

1

12345

45

第
22
回「
潮
風
の
キ
ル
ト
展
」

　
１１
月

１３
日
、
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

体
育
館
周
辺
で
、「
第

５４
回
大
方
の
秋

ま
つ
り
」
と
「
第
４
回
黒
潮
町
ま
る
ご

と
産
業
祭
」が
合
同
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
体
育
館
内
で
町
内
学
校
か
ら

の
作
品
や
一
般
の
方
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
体
育
館
前
で
は
町
内
の
特
産
品
や

工
芸
品
の
出
店
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
や
舞
台

芸
能
な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
隣
接
し
て「
海
辺
の
日
曜
市
」

の
開
催
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
が
来

場
し
ま
し
た
。
ま
た
土
佐
く
ろ
し
お
鉄

道
・
高
知
西
南
交
通
バ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、
ミ
ニ
列
車
や
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
体
験
・
反
射
神
経
体

験
コ
ー
ナ
ー
や
幡
多
中
央
消
防
組
合
に

よ
る
放
水
的
あ
て
ゲ
ー
ム
や
消
防
服
着

用
体
験
・
作
業
車

乗
車
体
験
も
行
わ

れ
、今
年
は
去
年

以
上
に
た
く
さ
ん

の
体
験
イ
ベ
ン
ト

が
用
意
さ
れ
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で

が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

※
「
大
方
の
秋
ま
つ
り
」
は
毎
年

１１
月

の
第
２
日
曜
日
に
ふ
る
さ
と
総
合
セ

ン
タ
ー
前
で
開
催
し
て
い
た
、
文
化

作
品
の
展
示
や
舞
台
芸
能
を
発
表
す

る
催
し
で
す
。「
黒
潮
町
ま
る
ご
と

産
業
祭
」
は
２
０
１
３
年

１２
月
に
初

め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
黒
潮
町

の
農
業
・
漁
業
・
商
工
業
・
林
業
・

観
光
業
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
催
し
で
す
。

　
黒
潮
町
の
秋
を
彩
る
、
砂
浜
美
術
館

の
「
潮
風
の
キ
ル
ト
展
」
が
、

１１
月

１１

日
か
ら

１３
日
ま
で
入
野
松
原
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
「
布
を
楽

し
む
」
に
合
わ
せ
、
県
内
外
か
ら
応
募

さ
れ
た
キ
ル
ト
作
品
は
大
小
合
わ
せ

５０

点
。
創
作
の
楽
し
さ
溢
れ
る
彩
豊
か
な

作
品
が
小
春
日
和
の
松
原
で
潮
風
に
そ

よ
ぐ
風
景
を
、
多
く
の
人
が
楽
し
み
ま

し
た
。

　
今
年
の
審
査
員
は
、
兵
庫
県
出
身
の

２
人
組
ユ
ニ
ッ
トpatch-w

ork

の
村
上

史
博
さ
ん（
写
真
右
）と
丸
井
康
司
さ
ん

（
写
真
左
）。
２
年
前
の
キ
ル
ト
展
に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
と
し
て
参
加
し
た

こ
と
が
縁
で
、今
回
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
デ
ザ
イ
ン
キ
ル
ト
を
松
原
に
展
示

す
る
企
画
展
が
あ
り
ま
し
た
。

 
そ
の
ほ
か
に
、
布
切
れ
を
使
っ
た
は

が
き
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
手

作
り
の
小
物
や
飲
食
を
販
売
す
る
お
店

屋
さ
ん
も

あ
り
、
子

ど
も
か
ら

大
人
ま
で

楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。

　
幡
多
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
幡
多

地
区
の
小
学
校
３
・
４
・
５
年
生
を
対

象
に
「
税
に
関
す
る
作
品（
習
字
）」
の

募
集
を
行
い
、

１１
月

１４
日
に
優
秀
作
品

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
黒
潮
町
教
育
長
賞
に
入
野
小
学
校
３

年
生
・
橋
本
悠
さ
ん
、
中
村
税
務
署
長

賞
に
上
川
口
小
学
校
４
年
生
・
大
西
宙

舞
さ
ん
が
入
賞
し
ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
中

村
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

お
よ
び
国
税
庁
が
全
国
の
中
学
生
を
対

象
に「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」を
募
集
し
、

幡
多
地
域
で
の
入
選
者
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　
黒
潮
町
か
ら
は
佐
賀
中
学
校
３
年
生
・

山
本
菜
桜
さ
ん
の
作
文
が
黒
潮
町
租
税

教
育
研
究
会
長
賞
に
、
大
方
中
学
校
１

年
生
・
相
牟
田

真
珠
さ
ん
の
作

文
が
中
村
税
務

署
管
内
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会

長
賞
に
入
選
し

ま
し
た
。

今年の潮風大賞は大方高校の開放
講座「砂浜美術館」の男女4人の合
同作品。「夕日とクジラ」
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【特集1】「世界津波の日」高校生サミットｉｎ黒潮

　２５日午後、大勢のもりあげ隊に迎えられて来町した
高校生たち。体育館アリーナで開会式が行われました。
最初に大型スクリーンで黒潮町の紹介映像・サミット
のために作られた映像が流された後、各国の紹介があり、
大方高校の高校生議長の今井さん・今村さんの２人が
力強く開会宣言を述べました。大西町長による挨拶の
後は東日本大震災の復興教育プロジェクトとしてＯＥＣ
Ｄ（経済協力開発機構）が協力し、被災３県の中高生１０
０人で結成した「ＯＥＣＤ東北スクール」の元メンバーの
同志社大２年、釣巻洋子さんが講演。東日本大震災の被
災地の報告や復興に向け、２０１４年にはパリで被災地の
文化や観光資源をアピールしたことなどの報告があり
ました。分科会の説明の後は、グループごとに分かれ
各国のゲームや記念撮影を楽しむ姿も見られました。

【開会式】
　分科会のテーマは自然災害に対する理解・備え・復
興の３つでした。自然災害リスクの理解では世界津波
の日の普及、災害教訓の伝承、防災教育など。自然災
害への備えでは減災のために学校や地域、家庭ででき
る取組の提案。自然災害からの復興では持続可能なボ
ランティア活動の取組など学生が果たす役割について、
グループに分かれ各国の高校生たちが意見を出し合い
議論しました。インドネシアやチリの被災地の学生か
ら現地の被害報告・復興の様子が報告されたり、国ご
とでの防災の取組などを発表し合い、防災・減災につ
いてお互いの認識を深めたうえで、アクションプラン（今
後の行動計画）について議論しました。国内の高校生
たちも事前に英語での討論の練習してきたようで、海
外の高校生とジェスチャーなどを使い一生懸命、説明
しました。

【分科会】

【フィールドワーク】
　２６日午後、あかつき館玄関前で記念植樹、記念撮影
が行われました。各国代表者と国内の学生がペアにな
り、幡東森林組合の方が用意した３１本の黒松の苗が外
国大使や国会議員、関係者などの見守るなか植樹され
ました。
　記念植樹の後は全体記念撮影をあかつき館前の階段
で行いました。高校生、引率者、関係者を合わせると
６００人を越える人数が階段に並びクレーン車を使った
大規模な記念撮影となりました。

【記念植樹】

　１１月２５日・２６日、土佐西南大規模公園体育館を主会場に「世界津波の日」
高校生サミットｉｎ黒潮が開催され、町内の方とたくさんの関係者やボラン
ティアの方々の協力のもと黒潮町の歴史に残るサミットとなりました。
　世界３０カ国から集まった、約３６０人の高校生たちは事前学習などを重ね
母国を出発し、スタディーツアーで東日本大震災被災地・和歌山県立耐久
高校の視察、宮城県の高校生と交流をした後、高知空港に到着しました。２５日の昼に黒潮町に到着をし
た高校生たちをもりあげ隊の方々が盛大に歓迎し、体育館アリーナで開会式。その後はグループに分か
れて分科会の説明や自己紹介を行い、１日目の日程は終了しました。
　サミット２日目の２６日、午前中からＡ・Ｂグループに分かれ分科会・フィールドワークを行いました。午
後からは記念植樹・総会を行い、それぞれの分科会の報告を発表。最後に本サミットで話し合われた全
世界共通の防災・減災に対する考えを集約した「黒潮宣言」を採択し、サミットに幕を閉じました。

※「黒潮宣言」はＰ６・７に掲載。

　フィールドワークでは、あかつき館にある避難タワー、
安政津波の碑の見学と、コウジン山への避難訓練を行
いました。朝は肌寒く、ホッカイロを手に、初めて避
難タワーを見る学生もいて、その頑丈さに驚いている
ようでした。体育館からコウジン山への避難訓練では
田ノ口小学校の児童がシェイクアウトの手本を見せ、
コウジン山へ誘導。「海は時に荒れ狂い牙をむくが、私
たちに大きな恵みも与えてくれる。自然を愛する気持
ちを込めて海に向かっ
て叫んでいる」と上川口
小学校校長先生の説明
の後、生徒たちは「Ｉ ｌｏｖ
ｅ ｓｅａ！」「おーい！」と
海に向かって叫ぶ訓練
を行いました。



広報くろしお  №130　2017（平成29）年1月号潸

　　　　　　　　　　　　サミット当日は町内の方を含め、たくさんの方が協力してくださったこともあり無事終え
ることができました。もりあげ隊として高校生を出迎え、見送りにたくさんの方が参加し、コウジン山への避難訓練
を田ノ口小学校の児童、記録撮影を大方高校の生徒と町内の方、お弁当の準備をであいの里蜷川、集落活動センター
佐賀北部、中山スーパーの皆さん。フィールドワーク中の交通整理を消防署と近隣住民の方、このほかにもたくさん
の方の協力がありました。紙面をお借りして、お礼申し上げます。

【町民の方の参加】

　サミットの全プログラムが終わってから、新ロイヤ
ルホテル四万十でフェアウェルパーティーが行われま
した。２日間のサミット大会スケジュールで高校生も
少し疲れている様子もありましたが、大会が終わった
ことでほっとしたのか、安堵の表情も見られました。
県内高校生による音頭でジュースの乾杯をした後はご
馳走を囲み、生徒同士の交流を深めました。パーティ
ーの最後では幡多舞人によるよさこい踊りも披露され、
町から１人１人に鳴子がプレゼントされ、振り付けを教
えてもらいながら一緒に踊りました。

【フェアウェルパーティー】
　２６日午後３時から、体育館アリーナで総会が開かれ
ました。議長による総会開会宣言の前、安倍総理から
のビデオレターが放映され、集まった高校生たちを「若
き防災大使」として、母国に帰ってからサミットで学
んだことを広め、今後の活動に期待していると言葉を
いただきました。そのほか、東日本大震災の被災地で
ある石巻高校生２人と石巻西高校生１人からの報告が
あり、３人は今住む場所にどんな災害が起きたか、予
期されているかを知る必要があると述べ、そのうえで
どんな地域も「まだ被災していないだけで、災害から
逃れられる安全な場所は世界中どこにもない」と語り、
最後に、「あなたの母国で災害が起きたら、できる限り
のことをして助けると約束します。私たちは仲間だから」
と呼び掛けました。分科会の報告の後、２日間の内容を
総括し、防災・減災の重要性を訴える「黒潮宣言」が議
長により採択されました。

【総会】

　今回の高校生サミットの議長の話をいただいた時は、正直なところ、英語がそれほど上手に
話せるわけでもないし、人前で話すことが得意なわけでもないので、私でいいのかなと不安でしたが、挑戦してみようと思い引き受け
ました。東京での調整会議に出席し、総理大臣や外務大臣、二階幹事長との面会を通じてこのサミットに多くの方々の思いが詰ま
っているのだなと感じました。高知市での宣言文検討会や県内の参加する高校生の事前学習会にも議長として参加し、自分で本
当にいいのかなという不安がますます大きくなりましたが、多くの人の思いを忘れずにしっかりやりきろうという決意を固めました。当日
はみんなで防災に対する意識を高めてもらいたい、また自然がもたらす悪い面だけではなく、良い面も知
ってもらいたいという気持ちで総会に臨みました。緊張もしましたが、楽しくできました。また世界にはたく
さんの人がいていろいろな文化があることを学びました。
　サミットを通じて多くの国の人に出会い、いろいろな考え方を学べ、視野が大きく広がったと思います。
将来はこの経験を活かしていきたいと思いました。

　最初、議長の要請を聞いた時はサミットを通じて世界のいろいろ
な人と交流ができ、英語を話す絶好の機会になると思い、引き受ける決心をしました。東京での調整会
議に出席したり、総理大臣や多くの方 に々面会をしたりするにつれ、徐 に々今回のサミットが大きなものだということを実感していきま
した。また、サミット前に県内の高校生のプレゼン発表の研修会に参加し、津波や地震への防災対策の内容に、私ももっと勉強をし
なくてはと改めて考えさせられました。当日は多くの高校生の意見を聞き、津波の危険性や防災についてしっかりと学ぶと言う気持ち
で臨みました。議長席に座った時には、みんなの顔が見えて緊張が最高潮に達しましたが、無事にやり遂げることができました。
　今回のサミットを通じて家族で津波や防災について話し合う機会が増えました。また、サミットで各国の高校生が英語で意見を交
換しているのを見てとても驚きました。自分ももっと英語を話せるようになり、英語に関係する仕事に就きたいと強く思いました。黒潮町
に津波が来る際には私達が率先して、地域の方 と々協力しながら少しでも被害を少なくできるようにしたいと思います。

【高校生議長 大方高校 今村　琳花】

【高校生議長 大方高校 今井　　恋】
左、今村さん。右、今井さん。
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黒 潮 宣 言
　国連総会において「世界津波の日」が制定されたことを記念し、私たちは、世界３０ヶ国
から、２０１６年１１月２５・２６両日、南海トラフ地震による甚大な津波被害が想定される高知
県黒潮町に集まりました。
　世界各地で自然災害が大きな被害を及ぼし、多くの人々が復興に立ち向かっています。
　私たちの住む国や地域は多様であり、発生する自然災害や、防災に対する取組も様々
ですが、すべての人々の命を守りたいという願いは同じです。
　今日、世界の友と、災害から人々の命を守るために、そして被災地の復興のために、
私たちは何をするべきか、また、どのような取組ができるのかを学び合いました。
　このサミットを通じて、世界での津波リスクと津波による甚大な影響を認識し、先人
たちの防災・減災の志を後世に伝える責務を引き継ぎ、津波災害をはじめとする災害か
ら一人でも多くの尊い命を守るため、できうる限りの努力をする決意をここに宣言しま
す。

１　私たちは学びます。
　　　○自然災害への理解を深めるため、それらの仕組みや被害、過去の歴史を正しく

学びます。
　　　○人々の命を守るため、防災に役立つ知識や技術・取組を学び、研究します。
　　　○被災した方々から、私たちはどのように災害に立ち向かい、どのように生きる

べきなのかを学びます。
　　　○テクノロジーを駆使して学びます。

２　私たちは行動します。
　　　○自然災害の記憶の風化を防ぎ、防災意識向上のための啓発活動を絶やさず行い

ます。
　　　○助けられる人から助ける人となる自覚を持ち、人々の心に寄り添うボランティ

ア活動を積極的に行います。
　　　○防災への取組を地域社会と行政に提案するなど、地域社会の一員として地域づ

くりに参画します。

３　私たちは創ります。
　　　○学び得た知識や技術、若者らしい斬新な発想をもって、あらゆる人の防災に役

立つ物や仕組みを創造します。
　　　○世界の友と生きるため、地域や国を越え、共に学び、協力しあう高校生間のネ

ットワークを創出します。
　　　○次代を担う防災リーダーとして知恵と行動力を発揮し、私たちと未来の子ども

達のために、地域の活性化はもとより、災害に強い街や国づくりに貢献します。

　そして、自然の恵みを享受し、時に災害をもたらす自然の二面性を理解しながら、そ
の脅威に臆することなく、自然を愛し、自然と共に生きていきます。

２０１６年１１月２６日　「世界津波の日」高校生サミット in 黒潮
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Ｇｅｎｅｒａｌ Ａｓｓｅｍｂｌｙ, ｆｏｒ ｔｈｅ ｐａｓｔ ｔｗｏ ｄａｙｓ, ｏｎ ２５ｔｈ ａｎｄ ２６ｔｈ ｏｆ Ｎｏｖｅｍｂｅｒ ２０１６, ｗｅ ｈａｖｅ ｇａｔｈｅｒｅｄ
ａｔ Ｋｕｒｏｓｈｉｏ Ｔｏｗｎ, Ｋｏｃｈｉ, ｗｈｉｃｈ ｉｓ ｐｒｅｄｉｃｔｅｄ ｔｏ ｓｕｆｆｅｒ ｆｒｏｍ ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ ｄａｍａｇｅ ｂｙ ａ ｄｅｖａｓｔａｔｉｎｇ
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Ｎａｔｕｒａｌ ｈａｚａｒｄｓ ｂｒｉｎｇ ｓｅｖｅｒｅ ｄａｍａｇｅ ａｃｒｏｓｓ ｔｈｅ ｗｏｒｌｄ, ａｎｄ ｍａｎｙ ｐｅｏｐｌｅ ｆａｃｅ ｈａｖｉｎｇ ｔｏ ｒｅｃｏｖｅｒｙ
ｔｈｅｉｒ ｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓ ａｓ ａ ｒｅｓｕｌｔ. Ａｌｔｈｏｕｇｈ ｔｈｅ ｄｉｖｅｒｓｉｔｉｅｓ ｉｎ ｃｏｕｎｔｒｉｅｓ ａｎｄ ｒｅｇｉｏｎｓ ｗｅ ｌｉｖｅ ｉｎ ｍａｙ
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ｒｉｓｋ ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ, ｗｅ ａｌｌ ｓｈａｒｅ ｔｈｅ ｃｏｍｍｏｎ ｇｏａｌ ｏｆ ｓａｖｉｎｇ ａｌｌ ｈｕｍａｎ ｌｉｖｅｓ ｆｒｏｍ ｄｉｓａｓｔｅｒｓ.
Ｔｏｄａｙ, ａｓ ｈｉｇｈ ｓｃｈｏｏｌ ｓｔｕｄｅｎｔｓ ｆｒｏｍ ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ ｗｏｒｌｄ, ｗｅ ｈａｖｅ ｌｅａｒｎｅｄ ａｂｏｕｔ ｗｈａｔ ｗｅ ｓｈｏｕｌｄ ａｎｄ
ｃａｎ ｄｏ ｔｏ ａｃｈｉｅｖｅ ｏｕｒ ｇｏａｌ ａｎｄ ｔｏ ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅ ｔｏ ｒｅｃｏｖｅｒｙ ｏｆ ｄｉｓａｓｔｅｒ ａｆｆｅｃｔｅｄ ａｒｅａｓ.
Ｗｅ ｈｅｒｅｂｙ ｄｅｃｌａｒｅ ｔｈａｔ ｗｅ ｗｉｌｌ ｃｏｎｔｉｎｕｅ ｔｏ ｍａｋｅ ｏｕｒ ｂｅｓｔ ｅｆｆｏｒｔ ｔｏ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ ｔｈｅ ｒｉｓｋｓ ａｎｄ
ｅｆｆｅｃｔｓ ｏｆ ｔｓｕｎａｍｉｓ, ｔｏ ｐａｓｓ ｏｎｔｏ ｏｕｒ ｐｒｅｄｅｃｅｓｓｏｒｓ’ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｓ ａｎｄ ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ｏｆ ｄｉｓａｓｔｅｒ 
ｍｉｔｉｇａｔｉｏｎ ａｎｄ ｒｉｓｋ ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ ｆｕｔｕｒｅ ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎｓ, ａｎｄ ｍｏｓｔ ｉｍｐｏｒｔａｎｔｌｙ, ｔｏ ｓａｖｅ ｐｅｏｐｌｅ’ｓ ｌｉｖｅｓ 
ｆｒｏｍ ｔｓｕｎａｍｉｓ ａｎｄ ｏｔｈｅｒ ｈａｚａｒｄｓ.

１　Ｗｅ ｗｉｌｌ ｌｅａｒｎ.
　　　○Ｗｅ ｗｉｌｌ ｏｂｔａｉｎ ｃｏｒｒｅｃｔ ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ｏｎ ｔｈｅ ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ ｏｆ ｎａｔｕｒａｌ ｈａｚａｒｄｓ, ａｎｄ ｔｈｅ ｈｉｓｔｏｒｙ
　　　　ｏｆ ｄａｍａｇｅ ａｎｄ ｄｉｓａｓｔｅｒｓ ｓｏ ｔｈａｔ ｗｅ ｃａｎ ｅｎｈａｎｃｅ ｏｕｒ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ ｏｆ　ｎａｔｕｒａｌ ｈａｚａｒｄｓ
　　　　ａｎｄ ｔｈｅｉｒ ｒｉｓｋｓ.
　　　○Ｗｅ ｗｉｌｌ ｌｅａｒｎ ａｎｄ ｓｔｕｄｙ ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ, ｓｋｉｌｌｓ, ａｎｄ ａｃｔｉｏｎｓ ｔｈａｔ ａｒｅ ｕｓｅｆｕｌ ｆｏｒ ｄｉｓａｓｔｅｒ ｒｉｓｋ
　　　　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ ｓａｖｅ ｐｅｏｐｌｅ’ｓ ｌｉｖｅｓ.
　　　○Ｗｅ ｗｉｌｌ ｌｅａｒｎ ｈｏｗ ｔｏ ｆａｃｅ ｈａｚａｒｄｓ ａｎｄ ｈｏｗ ｔｏ ｌｉｖｅ ｏｕｒ ｌｉｖｅｓ ｆｒｏｍ ｐｅｏｐｌｅ ｗｈｏ ｈａｖｅ
　　　　ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｄ ｓｕｃｈ ｄｉｓａｓｔｅｒｓ.
　　　○Ｗｅ ｗｉｌｌ ｕｔｉｌｉｚｅ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ｔｏ ｅｎｈａｎｃｅ ｏｕｒ ｌｅａｒｎｉｎｇ. 

２　Ｗｅ ｗｉｌｌ ｔａｋｅ ａｃｔｉｏｎｓ.
　　　○Ｗｅ ｗｉｌｌ ｋｅｅｐ ｒｅｍｉｎｄｉｎｇ ｐｅｏｐｌｅ ｏｆ ｔｈｅ ｒｉｓｋ ｏｆ ｄｉｓａｓｔｅｒｓ ｃａｕｓｅｄ ｂｙ ｎａｔｕｒａｌ ｈａｚａｒｄｓ ａｎｄ
　　　　ｃｏｎｓｔａｎｔｌｙ ｃａｒｒｙ ｏｕｔ ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ ｔｏ ｒａｉｓｅ ｐｅｏｐｌｅ’ｓ ａｗａｒｅｎｅｓｓ ｏｆ ｄｉｓａｓｔｅｒ ｒｉｓｋ
　　　　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ.
　　　○Ｗｅ ｗｉｌｌ ｒｅｃｏｇｎｉｚｅ ｏｕｒｓｅｌｖｅｓ ａｓ ｐｅｏｐｌｅ ｗｈｏ ｏｆｆｅｒ ｈｅｌｐ ｔｏ ｏｔｈｅｒｓ ｉｎｓｔｅａｄ ｏｆ ｐｅｏｐｌｅ ｗｈｏ
　　　　ｒｅｃｅｉｖｅ ｈｅｌｐ ａｎｄ ｗｅ ｗｉｌｌ ａｃｔｉｖｅｌｙ ｐａｒｔｉｃｉｐａｔｅ ｉｎ ｖｏｌｕｎｔｅｅｒ ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ ｔｈａｔ ｃｏｎｓｉｄｅｒ ｏｔｈｅｒｓ.
　　　○Ｗｅ ｗｉｌｌ ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅ ｔｏ ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ａｓ ｍｅｍｂｅｒｓ ｏｆ ｔｈｅ ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ ｔｈｒｏｕｇｈ
　　　　ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ ｓｕｃｈ ａｓ ｐｒｏｐｏｓｉｎｇ ａｃｔｉｏｎｓ ｆｏｒ ｄｉｓａｓｔｅｒ ｒｉｓｋ ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ ｔｈｅ ｌｏｃａｌ ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ
　　　　ａｎｄ ｎａｔｉｏｎａｌ ａｎｄ ｌｏｃａｌ ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔｓ.

３   Ｗｅ ｗｉｌｌ ｃｒｅａｔｅ.
　　　○Ｂｙ ｕｔｉｌｉｚｉｎｇ ｏｕｒ ａｃｑｕｉｒｅｄ ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ａｎｄ ｓｋｉｌｌｓ, ｗｅ ｗｉｌｌ ｃｒｅａｔｅ ｕｓｅｆｕｌ ｔｏｏｌｓ ａｎｄ ｓｙｓｔｅｍｓ
　　　　ｆｏｒ ｄｉｓａｓｔｅｒ ｒｉｓｋ ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ ｆｏｒ ａｌｌ ｋｉｎｄｓ ｏｆ ｐｅｏｐｌｅ.
　　　○Ｗｅ ｗｉｌｌ ｃｒｅａｔｅ ｇｌｏｂａｌ ａｎｄ ｒｅｇｉｏｎａｌ ｎｅｔｗｏｒｋｓ ｏｆ ｈｉｇｈ ｓｃｈｏｏｌ ｓｔｕｄｅｎｔｓ ｔｏ ｌｅａｒｎ ｔｏｇｅｔｈｅｒ
　　　　ａｎｄ ｃｏｏｐｅｒａｔｅ ｗｉｔｈ ｅａｃｈ ｏｔｈｅｒ ｓｏ ｔｈａｔ ｗｅ ｃａｎ ｌｉｖｅ ｔｏｇｅｔｈｅｒ ｗｉｔｈ ｏｕｒ ｆｒｉｅｎｄｓ ｉｎ ｔｈｅ ｗｏｒｌｄ.
　　　○Ｗｅ ｗｉｌｌ ｍａｋｅ ｕｓｅ ｏｆ ｏｕｒ ｗｉｓｄｏｍ ａｎｄ ｖｉｔａｌｉｔｙ ａｓ ｆｕｔｕｒｅ ｌｅａｄｅｒｓ ｆｏｒ ｄｉｓａｓｔｅｒ ｒｉｓｋ ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ.
　　　　Ｗｅ ｗｉｌｌ ｎｏｔ ｏｎｌｙ ｒｅｖｉｔａｌｉｚｅ ｔｈｅ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ｌｏｃａｌ ｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓ, ｂｕｔ ａｌｓｏ ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅ ｔｏ
　　　　ｍａｋｉｎｇ ｏｕｒ ｃｉｔｉｅｓ ａｎｄ ｃｏｕｎｔｒｉｅｓ ｍｏｒｅ ｒｅｓｉｌｉｅｎｔ ｔｏ ｈａｚａｒｄｓ ｆｏｒ ｔｈｅ ｓａｋｅ ｏｆ ｏｕｒｓｅｌｖｅｓ ａｎｄ
　　　　ｃｈｉｌｄｒｅｎ ｉｎ ｔｈｅ ｆｕｔｕｒｅ.

Ｗｈｉｌｅ ａｐｐｒｅｃｉａｔｉｎｇ ｔｈｅ ｂｌｅｓｓｉｎｇｓ ｏｆ ｎａｔｕｒｅ ａｎｄ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ ｔｈｅ ｒｉｓｋｓ ｔｈａｔ ｎａｔｕｒｅ ｓｏｍｅｔｉｍｅｓ
ｂｒｉｎｇｓ ａｂｏｕｔ ｄｉｓａｓｔｅｒｓ, ｗｅ ｗｉｌｌ ｌｏｖｅ ａｎｄ ｌｉｖｅ ｗｉｔｈ ｎａｔｕｒｅ ｗｉｔｈｏｕｔ ｆｅａｒｉｎｇ ｔｈｏｓｅ ｒｉｓｋｓ.

Ｎｏｖｅｍｂｅｒ ２６, ２０１６
Ｈｉｇｈ Ｓｃｈｏｏｌ Ｓｔｕｄｅｎｔｓ Ｓｕｍｍｉｔ ｏｎ “Ｗｏｒｌｄ Ｔｓｕｎａｍｉ Ａｗａｒｅｎｅｓｓ Ｄａｙ” ｉｎ Ｋｕｒｏｓｈｉｏ



潯広報くろしお  №130　2017（平成29）年1月号

◆
は
じ
め
に

　
入
野
小
学
校
の
２
０
１
６
年
度

の
児
童
数
は
、
１１
月
末
現
在
で
１

２
６
人（
男
子
６３
人
、
女
子
６３
人
）

で
す
。
学
校

沿
革
史
を
見

る
と
最
多
児

童
数
は
１
９

５
６
（
昭
和

３１
）
年
５
４

５
人
。
そ
の

後
減
少
し
、

３
０
０
人
を

割
り
ま
す
が
、

１
９
７
５（
昭

和
５０
）年
頃
か
ら
増
加
に
転
じ
１

９
８
２（
昭
和
５７
）年
に
は
再
び
児

童
数
が
４
０
０
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
そ
の
頃
を
思
う
と
少
し
寂
し

い
気
も
し
ま
す
が
、
学
校
に
は
子

ど
も
た
ち
の
元
気
で
楽
し
そ
う
な

声
が
い
っ
ぱ
い
に
響
い
て
い
ま
す
。

◆
ど
ん
な
授
業
を
目
指
す
の
か

　
学
校
の
教
育
目
標
は
「
心
豊
か

で
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」

で
す
。
入
野
小
学
校
で
は
学
校
教

育
活
動
を
通
し
て
「
心
豊
か
な
子

ど
も
」「
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
に

育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は「
願
い
」と
も
言
え
ま
す
。

私
た
ち
教
職
員
は
感
性
の
豊
か
な

子
ど
も
た
ち
に
育
っ
て
ほ
し
い
、

他
の
人
の
気
持
ち
や
願
い
を
推
し

は
か
れ
る
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

も
う
１
つ
の
「
た
く
ま
し
い
子
ど

も
」
に
つ
い
て
は
、
身
体
的
な
面

だ
け
で
な
く
、
当
た
り
前
の
こ
と

が
当
た
り
前
に
で
き
る
よ
う
な
心

の
面
で
の
た
く
ま
し
さ
・
根
気
強

さ
を
も
つ
子

ど
も
に
育
っ

て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
入

野
小
教
職
員

は
毎
週
水
曜

日
に
話
し
合

い
の
時
間
を

持
っ
て
い
ま

す
が
、「
そ
の

よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
授
業
を
通

し
て
ど
の
よ
う
に
育
て
る
か
」
を

考
え
る
話
し
合
い（
校
内
職
員
研

修
）も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
テ
ー
マ
を
「
か
か
わ
り
合
い
、

学
び
合
う
子
ど
も
を
育
て
る
」
と

し
、
算
数
の
授
業
を
通
し
て
研
修

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
「
か
か
わ
り
合
う
」
と
「
学
び
合

う
」
が
「
心
豊
か
」
と
「
た
く
ま
し

い
」
の
両
方
に
関
連
し
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
Ａ

君
の
考
え
と
Ｂ
さ
ん
の
考
え
は
、

こ
の
部
分
が
似
て
い
る
」「
Ｃ
さ

ん
の
意
見
は
、
こ
ん
な
考
え
方
だ

と
思
う
」
と
い
う
見
方
が
他
の
人

の
考
え
を
推

し
は
か
る
子

ど
も
た
ち
に

育
つ
道
筋
の

１
つ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
誤

答
で
あ
っ
て

も
、「
そ
の
考

え
方
は
面
白

い
」「
そ
う

考
え
る
の
が

す
ご
い
」
の

よ
う
に
、
正
誤
だ
け
で
な
く
ア
イ

デ
ア
・
考
え
方
・
見
方
の
も
つ
価

値
に
も
気
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
私
た
ち
は
、「
絵
や
図
、

既
習
事
項
な
ど
を
使
っ
て
、
自
力

解
決
す
る
授
業
」「
考
え
方
の
良

さ
や
お
も
し
ろ
さ
を
見
つ
け
よ
う

と
す
る
授
業
」
と
い
う
よ
う
な
授

業
を
行
う
こ
と
も
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◆
学
力
の
状
況

　
四
月
に
行
っ
た
標
準
学
力
調
査

の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
厳
し
い
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、

改
善
に
向
け
て
「
計
算
タ
イ
ム
」、

「
く
ろ
し
お
タ
イ
ム
」
、「
ノ
ー
ト

紹
介
」
な
ど
、
新
た
に
設
け
た
取

組
、
充
実
さ
せ
る
た
め
に
改
善
し

た
取
組
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
特
に
４
〜
６
年
生
の
「
く
ろ
し

お
タ
イ
ム
」
で
は
国
語
と
算
数
で

「
考
え
を
書
く
」
こ
と
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
国
語
で
は

新
聞
記
事
を
読
ん
で
ま
と
め
た
り
、

内
容
に
対
す
る
考
え
を
書
い
た
り

す
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

算
数
で
も
「
な
ぜ
、
そ
う
な
る
の

か
」
を
書
く
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
や
や
難
し
い
内
容
で
す

が
続
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
子
ど
も
た
ち
の
力
も
伸
び
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

　
入
野
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
今
回
ご
紹
介
で
き
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
様
子
も
見
て
い
た
だ

け
ま
す
。
左
の
写
真
は
見
づ
ら
く

て
恐
縮
で
す
が
、
本
校
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
は
少
し
違
う
表
示
に
な
り
ま
す

が
、
内
容
は
同
じ
も
の
を
見
て
い

た
だ
け
ま
す
。「
黒
潮
町
立
入
野

小
学
校
」
で
検
索
す
る
か
、
次
の

ア
ド
レ
ス
を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.irino-e.tow

n.kuroshio.
lg.jp/

校
長
　
芝
　
雅
人

りよだ校学

平成28年度標準学力調査結果
（全国を1とする）

2年

0.99 0.89 0.96

1.04

国語

算数 1.03 1.00 0.93

3年 4年 5年

1.00

『
心
豊
か
で
、た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
育
成
』

入
野
小
学
校
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◆
は
じ
め
に

　
校
庭
の
石
碑
に

刻
ま
れ
て
い
る
校

訓
「
な
か
よ
く
　

か
し
こ
く
　
た
く

ま
し
く
」
、
そ
し
て
「
自
ら
学
び
、

す
す
ん
で
行
動
す
る
子
ど
も
を
育

て
る
」の
学
校
教
育
目
標
の
も
と
、

知
・
徳
・
体
・
命
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
施
し
生
き
て
い
く
力
を
育
む
た

め
に
、
地
道
な
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
児
童
は
素
朴
で
明
る
く
、

学
年
関
係
な
く
全
校
児
童
で
仲
良

く
元
気
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
護
者
・
地
域
と
も
、
学
校
に
対

し
て
温
か
く
と
て
も
協
力
的
で
す
。

　
本
年
度
は
、
５
人（
男
子
３
人
、

女
子
２
人
）の
新
入
生
を
迎
え
て
、

児
童
数

４４
人（
男
子

２５
人
、
女
子

１９
人
）、
教
職
員
数

１３
人
で
教
育

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

◆
朝
は
、
あ
い
さ
つ
と

　
マ
ラ
ソ
ン
で
ス
タ
ー
ト
！

　
子
ど
も
た
ち
の
登
校
は
早
く
、

７
時
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
み
ん

な
に
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
教
室

に
向
か
い
ま
す
。
課
題
で
あ
っ
た

地
域
で
の
あ
い
さ
つ
も
、
児
童
会

に
よ
る
毎
週
火
・
木
曜
日
の
あ
い

さ
つ
運
動
の

取
組
に
よ
り
、

「
地
域
で
も
、

あ
い
さ
つ
が

で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
」

と
の
声
を
い

た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
朝
８
時
か

ら
は
マ
ラ
ソ

ン（
ラ
ン
ラ
ン
タ
イ
ム
）と

５０
ｍ
１

本
で
頑
張
り
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、

１
日
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る「
南

郷
っ
子
」で
す
。

◆
防
災
教
育
と
防
災
へ
の
取
組

 
本
校
は
、
海
抜

６.６
ｍ
、
海
か
ら

の
直
線
で
６
７
０
ｍ
の
場
所
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
災
教

育
は
学
校
の
重
点
課
題
と
位
置
付

け
「
防
災
教
育
の
風
土
づ
く
り
」

に
向
け
、
毎
月
の
避
難
訓
練
、
朝

マ
ラ
ソ
ン
、
炊
出
し
訓
練
、
防
災

学
習
・
研
修
、
保
護
者
・
地
域
と

の
連
携
な
ど
、
実
践
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
「
防
災
参
観
日
」
は
、

防
災
時
に
起
こ
り
得
る
ジ
レ
ン
マ

を
想
定
し
て
、
ゲ
ー
ム
形
式
で
防

災
を
学
ぶ
授
業
を
行
い
、
保
護
者
・

地
域
の
方
と
全
校
児
童
が
、
災
害

時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
考
え
、

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

◆
学
力
の
定
着

　
　
　
向
上
に
向
け
て

　
今
年
度
も
研
究
主
題
や
研
究
教

科（
算
数
科
）は
引
き
続
き
、
授
業

改
善
と
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

《
主
な
取
組
》

①
校
内
研
修
の
充
実

②
全
学
級
が
講
師
を
招
聘
し
て
の

研
究
授
業
の
実
施

③
複
式
学
級
の
学
び
と
授
業
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
の
確
立

④
基
礎
学
習
・
チ
ャ
レ
ン
ジ（
放

課
後
学
習
）・
フ
ラ
イ
デ
ー
タ

イ
ム（
視
写
）な
ど
の
継
続

⑤
家
庭
学
習
の
手
引
き
の
活
用
と

定
着
、
家
庭
学
習
の
完
遂

⑥
長
期
休
業
中
の
加
力
学
習

⑦
教
育
環
境
の
整
備
…
な
ど

◆
標
準
学
力
調
査
結
果
よ
り

　
学
力
を
つ
け
る
こ
と
は
、
１
人

１
人
の
子
ど
も
た
ち
の
個
性
や
能

力
を
伸
ば
し
、
幅
広
く
豊
か
な
進

路
、
夢
の
実
現
や
目
標
の
達
成
な

ど
、
豊
か
な
未
来
に
向
け
た
大
切

な
営
み
で
す
。
平
均
点
だ
け
で
な

く
、
個
々
の
結
果
を
分
析
・
把
握

し
、課
題
解
決
が
で
き
る
よ
う
に
、

全
教
職
員
が
方
針
を
合
わ
せ
て「
チ

ー
ム
南
郷
」
で
、学
力
の
定
着
と

伸
長
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
右
記
は
、
今
年
４
月
に
実
施
し

た
標
準
学
力
調
査
の
結
果
で
す
。

◆
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

　
〜
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
〜

　
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
を
使
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

聞
き
取
り
学
習
、
そ
し
て
地
域
の

高
齢
者
や
施
設
利
用
者
な
ど
と
の

交
流
を
通
し
て
、
地
域
の
方
々
の

願
い
や
生
き
方
に
ふ
れ
、
共
に
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　
地
域
の
方
々
と
、
ふ
れ
あ
い
親

し
み
を
深
め
る
活
動
と
し
て
は
、

昔
遊
び
を
通
し
て
の
三
世
代
ふ
れ

あ
い
参
観
日
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
保
護
者
、
地
域
の
方
々
は
、
引

き
続
き
、
登
校
時
の
見
守
り
活
動

（
街
頭
指
導
）、
そ
し
て
、
教
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
毎
週
金
曜
日

の
朝
の
読
み
聞
か
せ
、
夏
休
み
夜

間
の
太
刀
踊
り
の
指
導
、
米
作
り

学
習
、
大
根
交
流
、
手
話
学
習
な

ど
で
学
校
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

　
重
ね
て
、
運
動
会
や
ス
カ
ッ
シ

ュ
大
会
、
愛
校
作
業
な
ど
も
地
域

の
方
々
の
参
加
や
協
力
を
得
て
、

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校

教
育
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
行
事
に
は
児
童
の
参
加

が
増
え
、
行
事
の
伝
承
が
で
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
々
に
、

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
子
ど
も
た
ち
も
地
域
の
方
々

を
知
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
を
つ

く
り
な
が
ら
、
地
域
を
誇
り
に
思

い
、
地
域
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

りよだ校学

校
長
　
則
　
ル
リ

『
な
か
よ
く

 
か
し
こ
く
　
た
く
ま
し
く
』

南
郷
小
学
校

地域の方による太刀踊りの指導

50m1本!

平成28年度標準学力調査結果
（全国を1とする）

2年 3年 4年 5年

1.04国語 1.06 1.12 1.03

1.02算数 1.12 1.06 0.98

理科 1.06 0.92

6年

1.00
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高
知
県
理
科
教
育
研
究
大
会

一
祭
合
祭
大
高
祭

い
っ

さ
い

が
っ

さ
い

お
お

こ
う

さ
い

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

　
１０
月

２９
日
、
大
方
高
校
の
文
化
祭
が
一
般
公

開
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
文
化
祭
の
テ
ー
マ

は
、「
一
祭
合
祭
大
高
祭
〜
楽
し
む
ち
か
ら
あ
る

限
り
〜
」で
し
た
。

　
午
前
中
に
は
大
方
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
午
後

に
は
一
条
太
鼓
の
演
奏
も
あ
り
、
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
幡
多
農
業
高
校
の
乗
馬
や
、

海
辺
の
日
曜
市
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
い
つ
も
以
上
に
充
実
し
た
文
化
祭
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
自
身
も
生
徒
会
執
行
部
と
し
て
熊

本
地
震
に
対
す
る
募
金
活
動
を
し
ま
し
た
。
募

金
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
配
っ
た
大
方
高

校
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー“
か
つ
ば
あ
”の

バ
ッ
ジ
も
好
評
で
、
も
っ
と
か
つ
ば
あ
が
黒
潮

町
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
う
活
動

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
方
高
校

と
地
域
の
か
か
わ
り

が
よ
り
深
く
な
れ
ば

い
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
回
の
文
化
祭
に

も
た
く
さ
ん
の
方
々

が
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

（
大
方
高
校
　
３
年
　
顴
廣
 

英
理
香
）

　
１１
月

２９
日
は
、
高
知
県
理
科
教
育
研
究
大
会

が
三
浦
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。
４
・
５
年
生

が
理
科
の
授
業
を
み
て
も
ら
い
ま
し
た
。
待
っ

て
い
る
と
、
裏
の
広
い
駐
車
場
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
く
ら
い
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
て
き
ま
し
た
。

授
業
が
始
ま
る
と
、
よ
け
い
に
緊
張
し
ま
し
た
。

　
５
年
生
は
電
磁
石
の
授
業
で
し
た
。
ぼ
く
は
、

問
題
を
み
て
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
簡
単
だ
と

思
い
ま
し
た
。
２
０
０
回
、
１
０
０
回
、

５０
回

巻
き
の
コ
イ
ル
を
使
っ
て
、
ど
う
や
っ
た
ら
強

い
電
磁
石
が
で
き
る
か
考
え
ま
し
た
。
す
る
と
、

実
験
の
結
果
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
こ
れ
で
い
い
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
結
果
は
そ
ろ
わ
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
簡
単
だ
と

思
っ
て
い
た
け
ど
、
や
っ
て
み
る
と
な
か
な
か

難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
人
に
見
ら
れ
て
緊
張
し
た
け
ど
、

頑
張
り
ま
し
た
。
最
後
に
チ
ャ
イ
ム
が
な
る
と

ホ
ッ
と
力
が
抜
け
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち

で
電
磁
石
を

作
っ
て
実
験

し
た
の
で
、

面
白
か
っ
た

で
す
。

（
三
浦
小
学
校
　
５
年
　
安
田
 

仁
成
）

待
ち
に
待
っ
た
収
穫
祭

　
１１
月

１９
日
は
、
拳
ノ
川
小
学
校
の
収
穫
祭
が

あ
り
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
楽
し
み
で
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。

学
校
へ
行
く
と
、
地
域
の
人
や
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
た
く
さ
ん
来
て
い
ま
し
た
。

　
開
祭
式
が
終
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
１
・
２
年
生
は
茶
き
ん

し
ぼ
り
、
３
・
４
年
生
は
山
芋
汁
と
栗
赤
飯
、

５
・
６
年
生
は
お
も
ち
を
作
り
ま
し
た
。
私
た

ち
が
作
っ
た
茶
き
ん
し
ぼ
り
は
、
畑
で
と
れ
た

お
芋
で
作
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
た
ち
が
む
し

た
芋
の
皮
を
は
い
だ
り
つ
ぶ
し
た
り
し
た
後
、

ラ
ッ
プ
に
の
せ
て
、
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
と
丸
め
ま

し
た
。
数
え
た
ら
５
３
３
個
も
あ
り
ま
し
た
。

途
中
で
飽
き
て
き
て
疲
れ
た
け
ど
、
食
べ
て
み

る
と
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

（
拳
ノ
川
小
学
校
　
１
年
生
・
２
年
生
）
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1月 場　　　所 時　　　間内　　　容

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１
月
中
旬
か
ら
２
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大方地域

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

地域子育て支援センター
（大方中央保育所内）

※09：30～10：30愛 育 相 談16日（月）

17日（火） 大方橘川集会所 9：30～10：30大 方 橘 川 健 康 相 談

18日（水） 御坊畑集会所 9：30～12：00御坊畑ふれあいサロン

23日（月）
伊田浦老人憩の家 9：30～12：00伊 田 ふ れ あ い サ ロ ン

鞭老人憩の家 9：30～12：00鞭 ふ れ あ い サ ロ ン

2月 場　　　所 時　　　間内　　　容

2日（木） 灘集会所 10：00～11：00灘 健 康 相 談

6日（月） 奥湊川老人憩の家 10：00～11：00奥 湊 川 健 康 相 談

26日（木）
上川口浦集会所 10：30～13：00上川口浦ふれあいサロン

加持本村集会所 10：00～12：00加持本村ふれあいサロン

30日（月） 浜の宮集会所 10：00～12：00浜の宮ふれあいサロン

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域

1月 場　　　所 時　　　間内　　　容

16日（月）
鈴漁民センター 10：00～13：00鈴 ふ れ あ い サ ロ ン

馬地集会所 9：30～11：00馬 地 ふ れ あ い サ ロ ン

17日（火） 支援センターこぶし 9：30～12：00いきいき☆ロコクロ倶楽部

19日（木） 大和田集会所 10：00～13：00大和田ふれあいサロン

20日（金） 保健センター 9：30～12：00いきいき☆ロコクロ倶楽部

23日（月） 佐賀保育所 9：30～11：00愛 育 相 談

24日（火） 保健センター 9：30～12：00いきいき☆ロコクロ倶楽部

25日（水） 総合センター ※13：00～乳 児 健 診

26日（木） 漁民センター 9：30～11：30漁 民 ふ れ あ い サ ロ ン

31日（火） 熊野浦集会所 10：00～13：00熊野浦ふれあいサロン

2月 場　　　所 時　　　間内　　　容

2日（木） 市野瀬集会所 13：30～14：30市 野 瀬 健 康 相 談

第20回元気いきいき町民の集い
講演：知ってほしい認知症のはなし
（講師：小松加代子さん）

4日（土） 支援センターこぶし
10：00～12：20

（※9：30）　　  

7日（火） 市野々川集会所 9：30～13：00市野々川ふれあいサロン

8日（水） 伊与喜集会所 10：00～13：00伊与喜ふれあいサロン
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認
知
症
っ
て
何
？
　

　
脳
の
病
気
に
よ
っ
て
、
記
憶
力
や
判

断
力
が
低
下
す
る
こ
と
で
、
日
常
生
活

に
支
障
が
出
て
い
る
状
態
を
認
知
症
と

い
い
ま
す
。

◆
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
代
表
的
な
病
気

①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

・
す
べ
て
の
認
知
症
の
中
で
最
も
多
い

・
も
の
忘
れ
か
ら
始
ま
る
場
合
が
多
い

・
主
な
症
状
と
し
て
「
段
取
り
が
立
て

ら
れ
な
い
」、「
気
候
に
合
っ
た
服
が

選
べ
な
い
」
な
ど
が
あ
る

・
治
療
薬
が
あ
る

②
血
管
性
認
知
症

・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
次
い

で
多
い

・
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
、
破
裂
し

た
り
し
て
起
こ
る

・
発
症
や
進
行
の
予
防
が
可
能

③
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

・
「
本
来
存
在
し
な
い
も
の
が
見
え
る

幻
視
」
、「
手
足
の
震
え
」
、「
歩
行
障

害（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
）」
と
い
う

特
徴
が
あ
る

④
前
頭
側
頭
葉
変
性
症（
ピ
ッ
ク
病
）

・
「
人
格
や
行
動
の
変
化（
万
引
き
、同

じ
行
動
を
繰
り
返
す
）」
、「
言
葉
の

障
害
が
初
期
か
ら
目
立
つ
」
と
い
う

特
徴
が
あ
る

◆
認
知
症
と
老
化
に
よ
る
「
も
の
忘
れ
」

の
違
い

認
知
症

・
体
験
そ
の
も
の
を
忘
れ
る

・
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る

例
‥
朝
ご
は
ん
を
食
べ
た
こ
と
を
忘
れ

て
い
る

加
齢
に
よ
る
「
物
忘
れ
」

・
体
験
の
一
部
を
忘
れ
る

・
日
常
生
活
へ
の
支
障
は
な
い

例
‥
朝
ご
は
ん
に
食
べ
た
も
の
を
忘
れ

て
い
る

◆
も
し
か
し
て
認
知
症
？

認
知
症
の
症
状

　
認
知
症
に
は
、
認
知
症
の
中
心
と
な

る
症
状
の
「
中
核
症
状
」
と
環
境
、
人

間
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
か
ら

み
合
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
「
行
動
・
心
理

症
状
」が
あ
り
ま
す
。

中
核
症
状

〈
記
憶
障
害
〉

・
さ
っ
き
聞
い
た
こ
と
が
思
い
出
せ
な
い

・
以
前
覚
え
て
い
た
は
ず
の
記
憶
が
失

わ
れ
る

〈
見
当
識
障
害
〉

・
時
間
や
季
節
、
場
所
な
ど
の
感
覚
が

薄
れ
る

・
道
順
な
ど
が
わ
か
ら
な
く
な
る

〈
理
解
・
判
断
力
の
障
害
〉

・
思
考
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る

・
さ
さ
い
な
変
化
や
い
つ
も
と
違
う
出

来
事
で
混
乱
す
る

〈
実
行
機
能
障
害
〉

・
料
理
を
平
行
し
て
進
め
ら
れ
な
い
な

ど
、
自
分
で
手
順
を
考
え
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

行
動
・
心
理
症
状

・
能
力
の
低
下
を
自
覚
し
て
元
気
が
な

く
な
る

・
し
ま
い
忘
れ
を
他
人
に
盗
ら
れ
た
と

勘
違
い
す
る
　
な
ど

家
族
が
最
初
に
気
付
い
た
日
常
生
活
の

変
化

・
同
じ
こ
と
を
何
回
も
言
っ
た
り
聞
い

た
り
す
る

・
夜
中
に
急
に
起
き
だ
し
て
騒
ぐ

・
計
算
の
間
違
い
が
多
く
な
っ
た

・
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た

・
身
だ
し
な
み
に
配
慮
し
な
く
な
っ
た

・
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
目
立
つ

・
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た

　
症
状
が
軽
い
段
階
の
う
ち
に
認
知
症

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
適
切
な
治
療

が
受
け
ら
れ
れ
ば
、
薬
で
認
知
症
の
進

行
を
遅
ら
せ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

症
状
を
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期
治
療
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、
自
分
自
身
や
家
族
・

同
僚
、
友
人
な
ど
周
り
の
人
に
つ
い
て

「
も
し
か
し
て
認
知
症
で
は
」
と
思
わ

れ
る
症
状
に
気
づ
い
た
ら
、
１
人
で
悩

ま
ず
身
近
な
相
談
窓
口
や
専
門
家
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所
 

　
地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

健

知

袋

康

恵

認
知
症
の
キ
ホ
ン
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
127

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
課
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

世
界
津
波
の
日
 

高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
in
黒
潮
を
開
催

 　
「
世
界
津
波
の
日
」
の
啓
発
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
青
少
年
に
よ
る
国
際
会
議

「
世
界
津
波
の
日
」
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト

ｉｎ
黒
潮
を
本
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
本
一
の
津
波
想
定
高
に
も
負
け
ず
、

住
民
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て
き
た
、

黒
潮
町
の
防
災
が
認
め
ら
れ
、
開
催
地

と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。

　
地
震
・
津
波
は
、
多
く
の
人
命
を
奪

い
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
各
国
共

通
の
課
題
で
す
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、

約
３０
ヵ
国
か
ら
の
高
校
生
が
黒
潮
町
に

集
い
、
高
台
避
難
訓
練
・
津
波
避
難
タ

ワ
ー
視
察
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
は

じ
め
、
分
科
会
で
は
、
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
中
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
生
存
者

を
救
出
で
き
た
の
は
、
大
部
分
が
３
日

目
ま
で
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
他
の
大
地
震
で

も
み
ら
れ
、
地
震
発
生
か
ら
最
初
の
３

日
間
は
、
人
命
を
救
助
す
る
た
め
に
非

常
に
重
要
な
「
黄
金
の

７２
時
間
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
人
命
救
助
に
最
も
大
切
な
地
震
発
生

後
の

７２
時
間
を
中
心
に
、
県
、
市
町
村
、

防
災
関
係
機
関
な
ど
で
は
、
人
命
を
救

う
応
急
活
動
を
最
優
先
に
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は

高
知
県
の
広
い
範
囲
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
、
公
的
な
救
助
活
動
が
被
災
地

全
域
に
行
き
渡
ら
な
い
こ
と
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
で
助
け
合

っ
て
救
助
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
四
国
電
力
株
式
会
社
よ
り
街
路
灯
が

寄
贈
さ
れ
、

１０
月

３１
日
に
黒
潮
町
役
場

で
街
路
灯
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
数
は
３
灯
で
す
。
い
ず
れ
の
場

所
も
夜
間
は
暗
く
危
険
な
場
所
で
し
た

が
、
今
回
の
寄
贈
に
よ
っ
て
地
域
安
全

の
向
上
が
図
れ
ま
し
た
。

街
路
灯
整
備
地
区

　
　
鞭
・
大
井
川
・
田
村
地
区

　
　

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
適
切
に
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

 
火
災
に
よ
る
死
者
を
出
さ
な
い
た
め

に
は
、
１
人
１
人
が
普
段
の
生
活
の
中

で
、
防
火
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
火

災
予
防
の
対
策
を
す
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。

自
主
防
災
力
を

継
続
・
向
上
さ
せ
よ
う

街
路
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
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介護保険制度・要介護認定について

介護保険広報シリーズ 129イガ ド介護保険介護保険介護保険
申請者・利用者の方に知ってもらいたいこと
介護保険とは…

介護保険法

第1条（目的）

　介護保険は、介護を要する状態になっても、できる限り、自宅で自立した日常生活ができるよう
に、必要な介護サービスを総合的・一体的に提供する制度です。

黒潮町では、介護予防のための取り組みとして
　・3世代ふれあい健診
　・いきいき☆ロコクロ倶楽部（運動器の機能向上・寝たきり予防）
　・ふれあいサロン　
などを実施しています。みんなで介護予防に取り組みましょう！
※介護予防事業については保健衛生係（蕁43－2836）までお問い合わせください。

　介護保険サービスは、要介護状態になっても、可能な限り自立した日常生活が送れるよう、身体
機能の維持・向上を目的としたトレーニングや生活支援（掃除や調理などがこれまでどおり1人で
行えるようにするための支援）などを提供するサービスです。
　また、これらは65歳以上の方から納付いただいた介護保険料をもとに提供しています。

　在宅での生活が身体機能や環境の面において難しい方には、施設サービス（特別養護老人ホーム
など）が提供されます。

（要介護者が）尊厳を保持し、その有する能力に応じ自立した日常生活を
営むことができるよう、必要な保健医療サービス及び福祉サービスに係る
給付を行うため、国民の共同連帯理念に基づき介護保険制度を設け、その
行う保険給付等に関して必要な事項を定め、もって国民の保健医療の向上
及び福祉の増進を図ることを目的とする。

第4条
（国民の努力義務）

国民は、自ら要介護状態となることを予防するため、加齢に伴って生ずる
心身の変化を自覚して常に健康の保持増進に努めるとともに、要介護状態
となった場合においても、進んでリハビリテーションその他の適切な保健
医療サービス及び福祉サービスを利用することにより、その有する能力の
維持向上に努めるものとする。

第2条　第2項
保険給付は、要介護状態等の軽減又は悪化の防止に資するよう行われると
ともに、医療との連携に十分配慮して行わなければならない。

第2条　第4項
（要介護者が）可能な限り、その居宅において、その有する能力に応じ自
立した日常生活を営むことができるように配慮されなければならない。
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【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（課直通）

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

 65歳以上の方で介護が必要となり、介護保険サービスの利用を希望するときは、「要介護認定」を受け
る必要があります。要介護認定とは、心身の状態の改善が見込まれるかどうかや、どれくらいの介護の
時間が必要かを審査するもので、申請から認定まで1カ月程度かかります。

※40歳以上65歳未満の方で、特定疾病がある方も対象となります。詳しくは介護保険係へお問い合わ
せください。

そして… 介護保険サービスが必要になったら、まず申請してください

申　　　請

　サービスの利用を希望する方は、介護保険係へ介護保険証（40歳以上65歳未満の方は医療保険証）
を添えて申請してください。申請は、本人、家族のほか、ケアマネジャー、成年後見人、居宅介護
支援事業者、地域包括支援センターなどにも頼めます。（申請書などについては、介護保険係へお問
い合わせください）

審査・判定

　認定調査結果と医師の意見書を基に保健・医療・福祉の各分野の専門家で構成される介護認定審
査会で、介護の必要度や状態の維持・改善の可能性の審査を行います。

認定・通知

自立（非該当）

要介護認定

　審査判定に基づいて、「自立（非該当）」「要支援1・2」「要介護1～5」の区分に分けて認定し、その
結果を通知、併せて介護保険証などを送付します。

　介護保険サービスは利用
できませんが、福祉事業に
よる各サービスを利用でき
る場合があります。（軽度
生活援助、生きがい活動支
援通所など）

認定調査（訪問調査）

　認定調査員が自宅や施設を訪問し、心身の状況などについて本人や家族などに聞き取り調査をし
ます。

～認定結果に応じて、必要なサービスが利用できます～

要支援1・2
＜介護保険＞

を利用できます。
（地域包括支援センターで
ケアプランを作成します）

要介護1～5
＜介護保険＞

を利用できます。
（居宅介護支援事業者や施設
でケアプランを作成します）

医師の意見書

　主治医から介護を必要とする原因疾患などについての意見書を提出してもらいます。

※役場から医療機関に依頼します。

介護予防サービス 居宅・施設サービス
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（課直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112（係直通）

～「交通事故」や「けんか」などで人にけがを負わされたとき ～
　「交通事故」や「けんか」など第三者の行為によってけがをした場合は、原則として保険証が
使えず、加害者に保険分の医療費を支払ってもらうことになります。しかし、双方の過失の
状況などが事例ごとに異なることから、一時的に国保の保険証を使って治療を受けてもらい、
事故の状況などを調べた後、場合によっては国保から加害者側（保険会社等）へかかった医療
費を請求することがあります。そのため、事故の当事者は国保係での届出が必ず必要になり
ます。ただし、双方の間で示談が成立してしまった場合は、かかった医療費の請求ができな
くなる場合がありますので、必ず示談をする前に、すみやかに国保係へご連絡ください。

・交通事故（相手にけがを負わされたとき）
・傷害事件（けんか）に巻き込まれた
・他人の飼い犬にかまれた ← 飼い主が加害者になります
・飲食店で食中毒にあった　など

●第三者行為による届け出に必要なもの（交通事故の場合）
　・第三者行為による傷病届など各種届出書（国保係にあります）
　・交通事故証明書（警察署へ連絡し必ず申請してください）
　・被保険者証（保険証）、印鑑、個人番号（マイナンバー）と本人確認ができるもの

次の点にご注意ください
■相手のいる交通事故の際は、示談をする前に国保係へすみやかに届出をしてください。
■すぐに届出ができない場合は、役場国保係まで電話連絡をしてください。

第三者行為に関する手続きについてのよくある質問（Ｑ＆Ａ）
Ｑ：自損事故で同乗者がケガをした場合はどうなるの？
Ａ：わき見運転などによる自損事故で同乗者がケガをしたときは、運転者が加害者の「第三者

行為」となります。同乗者が保険証を使って治療を受ける場合は、必ず第三者行為の届出
をしてください。

Ｑ：自動車同士の事故でどちらもがケガをしたときは？
Ａ：どちらにも過失が認められる場合には、双方が加害者であり被害者でもあることになり、

お互いに第三者行為が成立します。よって、保険証を使って治療を受ける場合それぞれ
が第三者行為の届出をする必要があります。

Ｑ：第三者行為による傷病での治療費は税の医療費控除の対象になるの？
Ａ：交通事故など第三者行為によるケガや病気で通院したときに支払った治療費の自己負担

分は、加害者の自賠責保険などから支払われますので、税の医療費控除の対象にはなり
ません。　

この他にも不明な点などがありましたら、お気軽に下記までお問い合わせください。

国保が原則使えない（加害者が医療費を負担する）第三者行為の例は以下のとおりです
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
が

日
曜
日
も
利
用
で
き
ま
す

　
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
で
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
た
い
方

を
対
象
に
、
確
定
申
告
書
の
作
成
・
申

告
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
大
方
地
域

日
時
　
２
月
８
日（
水
）・
９
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
２
階
大
ホ
ー
ル

◆
佐
賀
地
域

日
時
　
２
月
３
日（
金
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
佐
賀
支
所
　
１
階
町
民
室

◆
必
要
書
類

１
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
番

号
確
認
書
類
と
身
元
確
認
書
類（
下

表
の
【
★
本
人
確
認
書
類
】
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

２
　
昨
年
の
相
談
会
で
申
告
を
し
た
方

は
申
告
時
に
お
渡
し
し
た
「
重
要

書
類
在
中
」の
封
筒

３
　
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、

公
的
年
金
以
外
の
収
入
の
あ
る
方

は
そ
の
所
得
の
計
算
に
必
要
な
も

の（
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
な

ど
）

４
　
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
の
控

除
証
明
書
、
国
民
年
金
・
国
民
年

金
基
金
の
控
除
証
明
書

５
　
黒
潮
町
以
外
の
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
な
ど
の
支
払
い
が
あ
る
方

は
そ
の
額
の
分
か
る
書
類（
黒
潮

町
の
分
は
不
要
で
す
）

６
　
医
療
費
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る
方

は
、
平
成
２８
年
中
に
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書（
事
前
に
集
計
を

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

７
　
印
鑑
、
筆
記
具
、
還
付
金
振
込
口

座
の
通
帳
な
ど

　
な
お
、「
分
離
譲
渡
所
得
」
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
は
、
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
通
称
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
）に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）

※
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
で
確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

★
本
人
確
認
書
類

※
所
得
税
の
納
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、

２
月
１６
日
〜
３
月
１５
日
の
申
告
期
間

中
に
、
税
務
署
ま
た
は
役
場
本
庁
・

支
所
に
て
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
税
務
課

　
　
蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所
地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
１
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

　
町
内
４
カ
所
目
の
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
が
、
佐
賀
地
域
に
開
所
。

１２
月
１１
日
、
区
長
や
民
生
委
員
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
約
５０
人
が
出
席

し
、
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ

が
」
は
、
町
の
委
託
を
受
け
、
黒
潮
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営（
日
〜
木
曜

日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）。
総
合

セ
ン
タ
ー
や
各
集
会
所
で
の
集
い
、
訪

問
、
相
談
、
生
活
支
援
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
子
ど
も
や
子
育
て
世
代
、
働
く
世
代

も
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
日
曜
日
も
開

所
。
総
合
セ
ン
タ
ー
の
２
階
和
室
に
は
、

自
由
に
使
え
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
と
キ

ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
が

　
　
　
　
蕁
３
１
―
４
８
０
７（
直
通
）

　
　
　
　
蕁
５
５
―
３
３
７
１（
直
通
）

確
定
申
告
相
談
会
の
ご
案
内

マイナンバーカードをお持ちでない方

身元確認書類

運転免許証・パス
ポート・身体障害
者手帳・在留カー
ドなどのうちいず
れか１つ

番号確認書類

通知カード・マイ
ナンバーの記載
がある住民票の
写し、または住民
票記載事項証明
書などのうちいず
れか１つ

マイナンバーカード

をお持ちの方

マイナンバーカ
ードだけで、番号
確認と身元確認
が可能です。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

①
三
輪
、
四
輪
の
重
課
税

　
平
成
２８
年
度
課
税
か
ら
、
最
初
の
新

規
検
査
か
ら
１３
年
経
過
し
た
三
輪
、
四

輪
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
、
重
課
税
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
電
気

軽
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
軽
自
動
車
、
メ

タ
ノ
ー
ル
軽
自
動
車
、
混
合
メ
タ
ノ
ー

ル
軽
自
動
車
お
よ
び
ガ
ソ
リ
ン
を
内
燃

機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
電
力
併
用

軽
自
動
車
な
ら
び
に
被
け
ん
引
車
は
重

課
の
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。）

　
平
成
２９
年
度
課
税
の
重
課
対
象
は
平

成
１６
年
３
月
３１
日
以
前
に
最
初
の
新
規

検
査
を
受
け
た
車
両（
自
動
車
検
査
証

に
記
載
さ
れ
て
い
る
初
度
検
査
年
月
が

「
平
成
１６
年
３
月
」以
前
）と
な
り
ま
す
。

※
平
成
１５
年
１０
月
１４
日
前
に
最
初
の
新

規
検
査
を
受
け
た
車
両
は
年
ま
で
の

記
載
し
か
な
い
た
め
、
そ
の
年
の
１２

月
に
検
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し

ま
す
。

※
重
課
税
率
と
は
、
グ
リ
ー
ン
化（
環

境
へ
の
負
担
軽
減
）を
進
め
る
観
点

か
ら
最
初
の
新
規
検
査
年
月
か
ら
１３

年
を
経
過
し
た
車
両
に
つ
い
て
、
そ

の
翌
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
購
入
し
た
年
で
は
な
く
、
新
規
検
査

年
月
か
ら
の
経
過
年
数
で
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長

　
平
成
２７
年
度
税
制
改
正
で
実
施
さ
れ

た
グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
）に
つ
い
て
、

特
例
措
置
が
１
年
間
延
長
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
２８
年
４
月
〜
平

成
２９
年
３
月
に
新
規
取
得
し
た
三
輪
、

四
輪
の
軽
自
動
車
で
、
次
の
基
準
を
満

た
す
車
両
に
つ
い
て
、
平
成
２９
年
度
分

の
軽
自
動
車
税
に
限
り
、
グ
リ
ー
ン
化

特
例（
軽
課
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
税
務
課

　
　
蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所
地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
１
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

　
１
月
１０
日
は「
１
１
０
番
」の
日
で
す
。

１
１
０
番
は
、
事
件
や
事
故
が
発
生
し

た
際
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
警
察
を
結

ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
安
全
で
安

心
な
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。

　
緊
急
の
場
合
は
「
１
１
０
番
」
、
各

種
相
談
は
「
＃
９
１
１
０
」
ま
た
は
中

村
警
察
署
「
０
８
８
０
―
３
４
―
０
１

１
０
」に
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
内
の
河
川
で
は
、
資
源
の
減
少
が

心
配
さ
れ
て
い
る
モ
ク
ズ
ガ
ニ
を
保
護

す
る
た
め
、
１２
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で

の
間
、
高
知
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員

会
の
指
示
に
よ
り
モ
ク
ズ
ガ
ニ
を
取
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
資
源
回
復
に
向
け
た

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
漁
業
管
理
課（
高
知
県
内
水

面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
局
）

蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
６
０
８

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

１
１
０
番
の
適
切
な
利
用
を

モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
保
護
に
つ
い
て

車種区分 重課税率（年税額）

車種区分
税率（年税額）

（ア） （イ） （ウ）

軽四輪

乗　用

貨物用

自家用 2,700円 5,400円 8,100円

営業用 1,800円 3,500円 5,200円

自家用 1,300円 2,500円 3,800円

貨物用 1,000円 1,900円 2,900円

軽四輪

乗　用

貨物用

自家用 12,900円

営業用 8,200円

自家用 6,000円

営業用 4,500円

（ア）電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％低減）
（イ）乗　用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
（イ）貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
（ウ）乗　用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車
（イ）貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車

※（
イ
）、（
ウ
）に
つ
い
て
は
、揮
発
油（
ガ
ソ
リ
ン
）を
内
燃
機

関
の
燃
料
と
す
る
軽
自
動
車
に
限
り
ま
す
。

※
各
燃
費
基
準
の
達
成
状
況
は
、自
動
車
検
査
証
の
備
考
欄

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平
成

２９
年
度
の
町
内
保
育
所
へ
の
入

所
申
し
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ

い
て
も
入
所
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

保
育
所（
４
カ
所
）

佐
賀
保
育
所
・
大
方
く
じ
ら
保
育
所
・

大
方
中
央
保
育
所
・
南
部
保
育
所

◆
受
付
期
間

　
１
月
６
日（
金
）〜

２７
日（
金
）

◆
入
所
期
間

　
平
成

２９
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成

３０
年
３
月

３１
日
ま
で

◆
入
所
基
準
・
提
出
書
類

　
保
育
所
入
所
案
内
・
提
出
書
類
は
各

保
育
所
、
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

世
帯
の
状
況
に
よ
り
、
入
所
基
準
や
提

出
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
異
な
り
ま
す

の
で
詳
し
く
は
入
所
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
書
交
付
と
受
付
窓
口

　
各
保
育
所
、
教
育
委
員
会

＊
広
域
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
申
込
を
受
け

付
け
ま
す
が
、
希
望
す
る
保
育
所
に

入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
保
育
所

　
蕁
５
５
―
２
１
１
７（
直
通
）

　
大
方
く
じ
ら
保
育
所

　
蕁
４
４
―
１
１
１
２（
直
通
）

　
大
方
中
央
保
育
所

　
蕁
４
３
―
０
５
１
１（
直
通
）

　
南
部
保
育
所

　
蕁
４
３
―
３
４
８
１（
直
通
）

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

　
日
本
に
住
ん
で
い
る

２０
歳
以
上

６０
歳

未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障
だ

け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
や
、
家
族
の
働
き
手
に
万

が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
あ
な

た
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
の
届
出
を
し
て
い
な

い
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
な
ど
、

受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。「
あ
の
時
に
手
続
き
し
て
い

れ
ば
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
、
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。（

２０
歳
前
に
就

職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
中
の
方

は
、
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
）。

　
な
お
、
学
生
の
方
や
、
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
・
免
除
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
お
よ
び
免
除
申
請
に
つ

い
て
は
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
 
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
総
合
窓
口
第
２
係

 
 
 
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
　
　
蕁
３
４
―
１
６
１
６

①
不
整
脈
と
脳
卒
中

講
師
‥
高
知
県
立
幡
多
け
ん
み
ん
病

院
診
療
部
長（
循
環
器
科
）

　
　
　
矢
部
　
敏
和

②
腎
臓
の
役
割
か
ら
見
た
健
康
管
理

　
講
師
‥
医
療
法
人
た
ん
ぽ
ぽ
　

　
松
谷
内
科
　
院
長
　
松
谷
　
拓
郎

◆
日
時

　
２
月
５
日（
日
）午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

◆
場
所
　
土
佐
清
水
市
立
中
央
公
民
館

　
土
佐
清
水
市
天
神
町

１１
―

１５

○
お
問
い
合
わ
せ

 
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
　

蕁
６
６
―
２
２
２
２

　
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
追

悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
黒
潮

町
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

 
台
風
接
近
に
伴
い
延
期
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
２
月
に
佐
賀
地
域
で
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 
ど
な
た
で
も
参
列
で
き
ま
す
。
送
迎

バ
ス
を
ご
利
用
希
望
の
方
は
、
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
２
月

１８
日（
土
）

　
受
付
　
午
前
９
時
〜

　
式
典
　
午
前

１０
時
〜

◆
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー（
佐
賀
支
所
前
）

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

 
 
 
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
課
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

 
 
 
蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

保
育
所
入
所
申
し
込
み
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

国
民
年
金
の
加
入
届
出
に
つ
い
て

〜
２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
〜

第
３６
回

幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療
公
開
講
座

平
成
２８
年
度

黒
潮
町
戦
没
者
追
悼
式
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今
回
は
、
つ
な
が
り
の
「
輪
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
大
方
人
権
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。

　
小
中
学
生
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
同

和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
解

消
に
向
け
て
学
び
・
実
践
し
て
き
た
こ

と
の
発
表
と
展
示
を
行
い
ま
す
。
　

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に
思
い
が

伝
わ
り
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

催
し
・
発
表

◆
日
時

　
２
月
４
日（
土
）午
前
９
時
〜

◆
場
所
　
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
発
表

・
大
方
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

・
町
内
小
中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文

・
浜
松
解
放
子
ど
も
会

・
黒
潮
町
職
労 

部
落
解
放
研
究
部

・
大
方
中
央
保
育
所

・
大
正
琴
演
奏

・
保
育
所
・
小
・
中
学
校
教
職
員

・
お
ら
ん
く
の
先
人
紹
介

◆
記
念
講
演
　
午
後
１
時

３０
分
〜

 「
い
の
ち
と
夢
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

・
弓
削
田
健
介
さ
ん
比
留
間
光
悦
さ
ん

◆
出
店
　
鉢
花
・
グ
ァ
バ
製
品
・
寿
司
・

炊
き
込
み
ご
飯
・
じ
ゃ
こ
飯
・
焼
き
鳥
・

た
こ
焼
き
な
ど

作
品
展
示

　
人
権
標
語
・
作
文
・
書
道
・
絵
画
・

活
動
紹
介
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
大
方
地
区
小
・
中
学
生
、
大
方
中
央

保
育
所
、
大
方
生
華
園
、
大
方
誠
心
園
、

浜
松
解
放
子
ど
も
会
、
大
方
町
民
館

◆
日
時

 
２
月
１
日（
水
）〜
６
日（
月
）

　
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館

○
お
問
い
合
わ
せ

２
０
１
７
大
方
人
権
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
　
大
方
町
民
館

蕁
４
３
―
１
２
０
４

　
「
解
放
運
動
の
熱
と
光
を
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
第

２８
回
横
浜
解
放
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
催
し
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
目
指
し
、
１

年
間
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で

あ
り
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
願
っ
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
記
念
講
演
は
、
山
口
県
人
権
啓
発
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
の
川
口
泰
司
さ
ん
を

招
き
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
地
域
交
流
事
業
の
各
教

室
の
発
表
、
解
放
子
ど
も
会
の
発
表
や

劇
、
地
域
自
慢
の
美
味
し
い
食
べ
物
の

出
店
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

催
し
・
発
表

◆
日
時
　
１
月

２８
日（
土
）午
前
９
時
〜

◆
場
所
　
佐
賀
町
民
館

【
午
前
の
部
】

・
和
太
鼓
演
奏

・
開
会
行
事

・
記
念
講
演

　
川
口
泰
司
さ
ん
に
よ
る
講
演

　「
寝
た
子
」は
ネ
ッ
ト
で
起
こ
さ
れ
る
！

　
〜
部
落
差
別
は
、
今
〜

・
佐
賀
保
育
所
園
児
発
表

【
午
後
の
部
】

・
佐
賀
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

・
佐
賀
中
学
校
２
年
生
の
発
表

・
人
権
作
文
発
表

・
解
放
子
ど
も
会
発
表

（
小
学
校
低
学
年
・
高
学
年
部
会
、

中
学
校
部
会
）

・
交
流
事
業
発
表

　（
コ
ー
ラ
ス
）

・
閉
会
行
事

・
も
ち
・
お
菓
子
な
げ

作
品
展
示

◆
場
所
　
旧
横
浜
保
育
所
ホ
ー
ル

　
佐
賀
地
域
小
中
学
生
の
人
権
に
関
す

る
絵
や
習
字
、
標
語
な
ど

出
店
（
正
午
〜
）

◆
場
所
　
老
人
憩
い
の
家
前
広
場

う
ど
ん
、

焼
き
鳥
、

か
ら
揚
げ
、

カ
レ
ー
、

じ
ゃ
こ
飯

な
ど

○
お
問
い
合
わ
せ

　
横
浜
解
放
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
佐
賀
町
民
館

蕁
５
５
―
２
１
０
８

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

２
０
１
７
大
方
人
権
ま
つ
り

「
第
２８
回
解
放
の
ま
つ
り
」

心
に
届
け
熱
と
光
！

「
第
２８
回
横
浜
解
放
ま
つ
り
」

いのちと夢のコンサート

去年の出店の様子
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消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
い
、
所
得

の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
を
考
え
、

簡
素
な
給
付
措
置
と
し
て
、
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　
平
成

２８
年
１
月
１
日
時
点
で
黒
潮
町

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成

２８
年
度
分

の
住
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
な
い

方
が
対
象
で
す
。
　

た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
外
で
す
。

・
平
成

２８
年
度
の
住
民
税（
均
等
割
）が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
税
法
上
の
扶

養
親
族
な
ど

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

・
支
給
決
定
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

な
ど

◆
支
給
額

　
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
千
円
 

◆
申
請
手
続
き

　
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
９
月
中

旬
に
案
内
書
と
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
請
期
間
内
に
役
場
担
当
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

◆
申
請
期
限
　
※
当
日
消
印
有
効

　
２
月

２８
日（
火
）

◆
給
付
方
法

　
申
請
書
受
付
後
、
審
査
の
う
え
、
支

給
対
象
者
の
指
定
口
座
へ
随
時
、
振
り

込
み
ま
す
。

　「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低

所
得
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

の
方
に
対
し
て
、「
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
」を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　
平
成

２８
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
対
象
者
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の

年
金
に
つ
い
て
、
平
成

２８
年
５
月
分
の

受
給
が
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
外
で
す
。

・
高
齢
者
向
け
給
付
金（
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）を
受
給

さ
れ
た
方

・
支
給
決
定
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

な
ど

【
対
象
と
な
る
年
金
】

①
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年

金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金

②
昭
和

６１
年
３
月
以
前
に
受
給
権
の
発

生
し
た
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険

ま
た
は
船
員
保
険
の
障
害
年
金
の
う

ち
障
害
等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級（
船

員
保
険
の
職
務
上
の
場
合
は
１
〜
５

級
）の
年
金

③
共
済
組
合
な
ど
が
支
給
す
る
障
害
年

金
ま
た
は
船
員
障
害
年
金
の
う
ち
障

害
等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
年
金

◆
支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

◆
申
請
手
続
き

　
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
９
月
中

旬
に
案
内
書
と
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
請
期
間
内
に
役
場
担
当
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

◆
申
請
期
限
　
※
当
日
消
印
有
効

　
２
月

２８
日（
火
）

◆
給
付
方
法

　
申
請
書
受
付
後
、
審
査
の
う
え
、
支

給
対
象
者
の
指
定
口
座
へ
随
時
、
振
り

込
み
ま
す
。
　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

 
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知
西
南
交

通
バ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

小
学
生
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
乗
り
方
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
「
列
車
」
、
第
２
回
目

は「
バ
ス
」の
乗
り
方
教
室
で
し
た
の
で
、

第
３
回
目
は
「
列
車
と
バ
ス
」
の
乗
り

方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
各
小
学
校

か
ら
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
日
時
　
２
月
４
日（
土
）

◆
場
所
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道（
株
）

　
　
　
　
中
村
駅
・
宿
毛
駅

◆
申
込
期
間
　

　
１
月

１０
日（
火
）〜
１
月

２０
日（
金
）

○
お
問
い
合
わ
せ

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知
西
南
交

通
バ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
総
務
課
内
）

蕁
３
５
―
５
２
４
０

乗
り
方
教
室
の
ご
案
内

平
成
２８
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

受
付
期
間
を
２
月
２８
日
（
火
）
ま
で

延
長
し
ま
す

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
の
受
付
期
間
を
２
月
２８

日
（
火
）
ま
で
延
長
し
ま
す

狡やなせ　たかし

サニーくん
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土
佐
入
野
駅
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

平
成
２９
年
度
黒
潮
町
宮
川
奨
学
資

金
貸
与
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

恋
結
び
列
車
「
四
万
十
川
の
橋
梁

でV
e
r.

２
」
募
集
中

　
黒
潮
町
で
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を

図
り
、
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
有
為
の
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
学
資
の
貸
与
を
受

け
る
黒
潮
町
宮
川
奨
学
資
金
貸
与
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
水
）〜

２４
日（
金
）

◆
奨
学
生
の
資
格

①
申
請
者
お
よ
び
保
護
者
が
本
町
に
引

き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

（
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
）

②
優
秀
な
学
徒
で
高
等
学
校
以
上
の
学

校
に
入
学
な
ら
び
に
在
学
し
、
修
学

の
志
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
ま
た
は
入

学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

③
品
行
方
正
、
向
学
心
旺
盛
、
志
操
堅

実
で
在
学
学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
方

※
奨
学
生
は
「
黒
潮
町
宮
川
奨
学
資
金

資
格
選
考
委
員
会
」
の
意
見
を
も
と

に
教
育
長
が
決
定
し
ま
す
。

◆
奨
学
金
の
額

①
高
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
校

の
奨
学
生
　
　
　
月
額
２
万
円
以
内

②
大
学
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
校

の
奨
学
生
　
　
　
月
額
３
万
円
以
内

※
奨
学
金
は
無
利
息
で
す
。

◆
奨
学
金
の
貸
与

　
４
月
お
よ
び

１０
月
の
、
年
２
回
に
分

け
て
貸
与
し
ま
す
。

◆
貸
付
の
期
間

　
そ
の
学
校
に
お
け
る
正
規
の
修
学
期

間
を
限
度
と
し
ま
す
。

◆
奨
学
金
の
返
還

　
卒
業
の
月
の
１
年
後
か
ら
、
奨
学
資

金
貸
付
年
数
の
２
倍
以
内
の
期
間
内
に
、

全
額
を
半
年
賦
で
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

【
納
付
期
日
】

・
前
期
分
　
６
月

２５
日
ま
で

・
後
期
分
　

１２
月

２５
日
ま
で

◆
申
請
の
手
続
き

　
奨
学
金
を
希
望
す
る
方
は
、
出
身
学

校
ま
た
は
在
学
校
長
の
推
薦
を
受
け
て
、

申
込
受
付
期
間
内
に
、
次
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い（
す
べ
て
の
書
類
は

１
部
で
結
構
で
す
）。

①
奨
学
生
願
書（
様
式
第
１
号
）

②
奨
学
生
推
薦
調
書（
様
式
第
２
号
）

③
添
付
書
類

・
住
民
票（
申
請
者
・
保
護
者
）

・
平
成

２７
年
度
分
の
所
得
証
明
書（
申

請
者
の
世
帯
全
員
）

・
平
成

２８
年
度
分
の
納
税
証
明
書（
申

請
者
の
世
帯
全
員
）

○
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
係（
第
２
係
）

　
〒
７
８
９
―
１
７
９
５

　（
黒
潮
町
佐
賀
１
０
９
２
―
１
）

　
　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

 
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
、
列
車
か

ら
し
か
見
え
な
い
景
色
や
地
域
の
魅
力

を
体
験
し
、
そ
の
中
で
出
会
い
を
提
供

す
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
「
恋
結
び
列
車
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◆
日
時
　
２
月

１１
日（
土
・
祝
）

　
　
　
　
午
前

１０
時

◆
集
合
場
所
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

　
　
　
　
　
　
中
村
駅

◆
行
程
　
中
村
駅
〜
四
万
十
川
橋
梁
〜

宿
毛
市
内
〜
中
村
駅

◆
参
加
資
格
　
男
性

２５
〜

３９
歳
で
幡
多

地
域
お
よ
び
四
万
十
町
に
お
住
ま
い
の

方
。
女
性

２５
〜

３９
歳
、
住
所
不
問

◆
参
加
費
　
男
性
　
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
女
性
 

３
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
　
１
月

２３
日（
月
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
チ
ラ
シ

ま
た
は
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
の
ホ
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ジ
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だ
さ
い
。
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○
お
問
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合
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日
の
み
）
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２

　
１２
月
８
日
、
土
佐
入
野
駅
で
大
方
中

央
保
育
所
の
園
児
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
ツ
リ
ー
に
飾
り
付
け
を

行
っ
た
後
、
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら

い
、
お
礼
の
歌
を
歌
う
な
ど
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
サ
ン
コ
ち
ゃ
ん
も
来
て
く

れ
て
、
み

ん
な
で
記

念
撮
影
を

し
ま
し
た
。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

あなたの地区の民生委員・児童委員さんです！　お気軽に声をかけてください
　３年に１度の全国一斉改選に伴い、黒潮町でも１２月１日付で５２人の民生委員・児童委員が、厚生労働
大臣、県知事から委嘱されました。地域における生活上の相談に応じ、自立援助に努め、地域福祉の
向上を目指すことが役割です。

受持区域 氏　　名 性別 電　　話

鈴 青山　近惠 女 55－7432

市野瀬・佐賀橘川 矢野みの江 女 55－7255

拳ノ川 星野　寿美 女 55－7047

荷稲・川奥 川村　　稔 男 55－7352

小黒ノ川・中ノ川 大塚　文子 女 55－2564

市野々川・市野々川

住宅・不破原
大塚　一福 男 55－2529

伊与喜・熊井・藤縄 山下伊都子 女 55－3733

熊野浦・大和田 土居　由美 女 55－2324

上分 橋田　敏明 男 55－2403

坂折 谷口　孔子 女 55－2909

馬地・下分 松岡　桂子 女 55－2735

町分 矢野三恵子 女 55－2297

浜町 饌口　由美 女 55－2119

明神 境　　好美 女 55－2153

会所 辻　由美子 女 55－2082

横浜 浜岡　須美 女 55－3002

白浜 武政　富男 男 55－3710

灘 入野　　隆 男 44－1831

伊田浦 松下　千秋 男 44－1288

伊田郷 武政　卓造 男 44－1240

有井川 宮地　繁信 男 44－1137

上川口浦 金子　照代 女 44－2860

上川口郷 吉香　直意 女 44－1409

王無・王迎 森近　秀年 男 090－7149－7557

蜷川 橋田　秀代 女 44－1197

仲分川・伴太郎 小笠原睦長 男 44－1086

米原 都築加代美 女 44－1043

受持区域 氏　　名 性別 電　　話

浮津 松下　由子 女 �43－1489

鞭
小橋たか子 女 43－1335

岩田　直子 女 43－1896

口湊川・奥湊川 秋森理津子 女 43－3102

小川 植田なち子 女 31－3581

加持 塩田　正一 男 43－1803

北郷 寺岡　理惠 女 43－3400

早咲
堀野　　浩 男 43－3707

山沖　　祥 男 43－3651

浜の宮 宮地　龍生 男 43－3045

町 少林　雅雄 男 43－3361

万行 澳本　　造 男 43－2059

入野本村 吉本　佳代 女 43－1932

錦野 森下　康夫 男 43－3746

芝 山本春比古 男 43－3548

馬荷・大方橘川 川村　　渡 男 43－2622

御坊畑 松本　延三 男 43－3518

上田の口 神野　久枝 女 43－4069

緑野 矢野　　了 男 43－4760

下田の口 徳廣　春義 男 43－3761

田野浦 浜口　修行 男 43－2296

出口 福井　正一 男 43－3796

主任児童委員

佐賀地域
�吉井　幸子� 女 55－2797

吉門くるみ 女 55－2521

大方地域 浦田　　信 男 43－3699

■黒潮町民生児童・主任児童委員名簿（任期：平成28年12月1日～平成31年11月30日）

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 福祉係　　　　　　　蕁４３－２１１６（直通）
　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第２係　蕁５５－３１１２（直通）
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

学校支援活動ボランティアの募集
　黒潮町教育委員会では、今年度より県の学校支援地域本部事業を受け、『黒潮町学校支援地域本部』を
設置しました。�                                    
　この事業は、黒潮町の未来を担う子どもたちを健やかに育むために、学校、家庭および地域が連携
協力し、地域住民などの参画による下記の例のようなさまざまな学校支援活動を行うことを目的とし
ています。�                                    
　黒潮町学校支援地域本部では、この事業を推進するため、地域の皆さんから学校支援活動ボランテ
ィアを募集します。ご協力をよろしくお願いします。�

○ 学習活動支援
    （放課後学習の補助、調理実習の補助、本の読み聞かせ、ゲストティチャーなど）

○ クラブ・部活動支援
    （野球、サッカー、吹奏楽、書道、茶道、手芸などのクラブ活動や部活動の指導など）     

○ 環境整備支援
    （草刈りや植木の剪定、花壇の整備、池の掃除、子どもたちと一緒にプール掃除など）   

○ 登下校安全支援
    （登下校時に通学路に立ち、子どもたちへの声かけや安全を図るための見守りなど）      

○ 学校行事支援
    （運動会の準備や後片付け、マラソン大会や遠足時のコースでの安全指導など）

学
校
支
援
活
動
の
例

学校支援活動ボランティアへの加入を

子どもたちのために、あなたの力を貸してください。�

 今、学校では、子どもたちの学習活動をより充実さ
せるため、学校を支援していただくボランティアを
募集しています。�                   
　学校支援地域本部では、これまで各学校で地域の
方がボランティア活動を行ってきた取組をさらに発
展させて組織的なものとし、地区内の学校だけでな
く地区外の学校へもボランティア活動を広げ、学校
と地域の力をマッチングして、より効果的な学校支
援を行おうとしています。
　地域の方が、ボランティアをしていただくことに
よって、

★子どもにとっては、豊かな学びと心を育むこと
につながる。

★学校の先生にとっては、力強いサポーターになる。
★地域住民にとっては、生きがいや自己実現につ

ながる。
　など、「三方よし」の効果が期待できます。

植木の剪定技術を
生かせるかな。

本の読み聞かせは
大切ですね。

地域の歴史を
子どもに教えたい。

野菜の作り方は
教えられるかも。

登下校の見守り
ならできそうだ。

◆できる人が、できるときに、でき
ることを支援していきます。

◆人から強制されるのではなく、自
発的意志に基づいて行われます。

◆先生や子どもと一緒に活動し、学
校をよりよくしていく活動です。

◆ボランティア自身の経験や専門性
を活かす活動です。

◆地域コミュニティを活性化する１
つの方法です。

○加入のお申し込み・お問い合わせ
　【佐賀支所】 教育委員会　蕁55－3190（直通）  
 　　　　　   　　　　　　　  担当者／国友、文野

読書ボランティ
アさんによる読
み聞かせ

地域ボランティ
アさんと一緒に
大根料理づくり
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くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学

ひじき� 4g
切干大根� 16g
カットわかめ� 1.2g
ツナフレーク� 16g
ホールコーン� 12g
ごま� 2.0g
　三温糖� 8g
　酢� 8g
　うすくち醤油� 12g

●材料（4人分）●

〔作り方〕
①ひじき、切干大根、カットわかめは水でもどし、水分を

きっておく。
②三温糖、酢、うすくち醤油は合わせておく。
③ツナフレーク、ホールコーンは缶から出しておく。
④①②③をすべて和えて、できあがり。

○お問い合わせ
　大方学校給食センター　蕁31－3201（直通）
　佐賀学校給食センター　蕁55－2166（直通）

乾物の和え物

防災をテーマにして新しい給食メニューを考案し、高校生サ
ミットが開催された11月25日に、給食で初登場しました。また、
「災害時にはストレスが増し、通常時以上にビタミンやミネラ
ルといった栄養素の必要量が増します。」を「災害時にはスト
レスが増します。通常時以上にビタミンやミネラルといった栄
養素を積極的摂取したいですね。」。

日時：11月20日　場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場
集合：午前9時　  開始：午前9時半

※総合計同点、カウントバック方式とする。
※カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 HC 総計

優　勝 尾崎良二 24 24 24 28 1 100

準優勝 小野みね 27 28 26 26 －4 103

3位 横田和江 24 29 26 30 －4 105

4位 橋田香奈 28 25 27 26 1 107

5位 茶畑すみ子 30 29 29 26 －4 107

6位 峰岸広美 28 28 27 27 1 108

7位 小野真人 26 27 26 29 109

8位 澳本　修 26 25 29 29 －2 110

9位 川瀬和子 31 27 31 31 －4 110

10位 田中誠二 28 30

小計

48

55

53

53

59

56

53

51

58

58 26 26 111

ベストスコア：Ａコース　23点 ― 峰岸広美

　　　　　　　Ｂコース　24点 ― 尾崎良二

土佐西南パークゴルフ協会　12月月例杯

黒潮町ケーブルテレビ

1月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188
（課直通）

【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間
番組案内

ＩＷＫＮＥＷＳ

おしえて食改さん

黒潮町版健康体操～ロコクロ体操～

行政チャンネル

防災チャンネル

えいちや！知っ得！くろしお町

耳をすまして

図書館どうでしょう

ザ☆黒潮人

お話玉手箱

くろしお☆チルドレン

ＪＣＣ三人娘が行く

サイエンスチャンネル

Kochi on TV!

片さんのFish!おふ

ショップチャンネル

番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

6：00　10：30　15：00　19：30

6：05　10：35　15：05　19：35

6：20　10：50　15：20　19：50

6：30　11：00　15：30　20：00

6：45　11：15　15：45　20：15

6：55　11：25　15：55　20：25

7：05　11：35　16：05　20：35

7：15　11：45　16：15　20：45

7：30　12：00　16：30　21：00

7：35　12：05　16：35　21：05

7：50　12：20　16：50　21：20

8：05　12：35　17：05　21：35

8：15　12：45　17：15　21：45

8：25　12：55　17：25　21：55

8：40　13：10　17：40　22：10

9：40　14：10　18：40　23：10

24：00～6：00

注）放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

2017年もIWKTVをよろしくお願いします2017年もIWKTVをよろしくお願いします

◆IWKNEWS SPECIAL
　2016年のIWKNEWSを一挙に放送します

放送日　1月4日（水）～11日（水）

※お寄せいただいた情報や映像などは都合により放送
　できない場合もあります。

◆みんなの情報や投稿映像募集中!!
　おもしろい人や取り組み、珍しいものなど。

番組で取り上げてほしいみんなの情報をIWKTV
制作室までご連絡ください。
また、ご自身で撮影した、写真や動画も募集し
ています。
テーマやジャンルは問いません。
どしどしご応募ください。
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月日（曜） 四万十市

中村病院 蕁34－3177

中村クリニック 蕁34－5100

四万十市立市民病院 蕁34－2126

宿毛市　（0880）

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

筒井病院 蕁66－0013

大井田病院 蕁63－2101

四万十町　（0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

1/22（日）

29（日）

2/5（日）

さくらクリニック 蕁35－2555 いなげ胃腸科内科 蕁62－111311（土）

正木整形外科 蕁34－5252 幡多けんみん病院 蕁66－222212（日）

日 土月 火 水 木 金

8 14

7

9 10 11 12 13
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 外来診療
午後 日 土外来診療

外来診療外来診療（伊与喜地区） 外来診療

15 2116 17 18 19 20
午前 日 土外来診療 外来診療

外来診療
（伊与喜地区）

外来診療
（伊与喜地区）

時30分まで） 外来診療 外来診療
午後 日 土外来診療

12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療 外来診療 外来診療

22 2823 24 25 26 27
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療（11：00まで） 外来診療 外来診療
午後 日 土

外来診療（鈴地区）
外来診療

外来診療 外来診療

313029 31 28 29 30
午前 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 土外来診療

12：30～14：00（受付13：50まで）
外来診療（鈴地区）

外来診療
外来診療
外来診療

1 2 3 4 5 6
午前 日 土外来診療 保育所健診 外来診療 外来診療 外来診療
午後 日 土外来診療

12：30～14：15（受付13：50まで）
外来診療

（伊与喜地区）
外来診療

外来診療外来診療（伊与喜地区） 外来診療

【診療時間】午前9時～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　1月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111（直通）

医師の都合により変更となる場合がありますので、予約外の方は事前にお電話でご確認ください。

第20回 元気いきいき町民の集い
日時：2月4日（土）10：00～12：20

場所：保健福祉支援センターこぶし（黒潮町拳ノ川17番地3）

講演：

○お問い合わせ先　佐賀支所 地域住民課 保健センター
　　　　　　　　　蕁55－7373（直通）

「知ってほしい　認知症のはなし」（講師：小松加代子さん）

■当直医療機関

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉
月

1

2

日

1
2
3

04～8
9～15
16～22
23～29
30～31
1～5
06～12
13～19

水 道 給 水 工 事 指 定 店
中 村 住 設
前 田 電 工
クロシオライフラインサービス
吉 本 水 道
中 村 住 設
前 田 電 工
クロシオライフラインサービス
吉 本 水 道 工 務 店
吉 本 水 道
中 村 住 設
前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店
㈱ 土 居 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
道 倉 水 道 工 務 店
㈱ 土 居 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
道 倉 水 道 工 務 店
㈱ 土 居 建 設

拳 ノ 川 住 設
大方設備センター
平 野 住 設
野 村 企 画 設 備
拳 ノ 川 住 設
大方設備センター
平 野 住 設
野 村 企 画 設 備
野 村 企 画 設 備
拳 ノ 川 住 設
大方設備センター

大 西 設 備
村 越 設 備

大 西 設 備
村 越 設 備

大 西 設 備

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 土木係（水道担当）　蕁43－2114（直通）   佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700（課直通）

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

大方設備センター
クロシオライフラインサービス
前 田 電 工
村 越 設 備
中 村 住 設
野 村 企 画 設 備
平 野 住 設

43－1483
43－3075
43－1149
43－3225
34－3621
43－4665
44－1513

43－1546

43－2061

44－1117

入野769
入野1769
入野1574
入野292－19
出口372－2
田野浦1593
伊田2100

大 西 設 備
吉 本 水 道
拳 ノ 川 住 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
道倉水道工務店

電話番号

事務所 自　宅

44－1025
43－2024
55－7371
55－2133
55－2121
55－3141
43－2096

55－7114
55－2363

55－2076

住　　所

上川口750－3
下田の口822－174
拳ノ川1781
伊与喜43－5
佐賀1990
佐賀2988
浮鞭3558－8

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2017（平成29）年1月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。　（青字＝町外で開催される行事）

1/3（火） 黒潮町成人式� ふるさと総合センター 生涯学習係� 蕁55－319013：30

7（土） 第11回黒潮町少年駅伝大会 佐賀中学校～明神水産 生涯学習係� 蕁55－3190

人権教育係� 蕁55－3190

8：40

14（土） わんぱくスキー教室 愛媛県久万スキーランド 生涯学習係� 蕁55－31906：30

24（火） 2016年度黒潮町人権教育推進講座
第3講座

大方町民館 人権教育係� 蕁55－319010：00～
16：30

28（土） 第28回横浜解放まつり 佐賀町民館 佐賀町民館� 蕁55－21089：00

8（日）
幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方） 9：00

9：00

8（水） 黒潮町人権教育集約大会 大方中学校 13：20

2/4（土）

5（日）

2017大方人権まつり ふるさと総合センター

元気いきいき町民の集い 保健福祉支援センターこぶし 保健センター�蕁55－7373

まちづくりマーケットプロジェクト
　　蕁090－2786－3702

消防出初式 役場本庁、佐賀支所 8：30 消防防災係� 蕁43－2188

10（金） 心配ごと・困りごと、人権・行政相談所 蜷川生活改善センター
伊田浦老人憩の家 10：00 人権啓発係� 蕁43－2800

大方町民館� 蕁43－1204

生涯学習係� 蕁55－3190

10：20

黒潮町マラソン大会 土佐西南大規模公園（大方） 9：00

12/1（木）
人権作品展（～5日） 総合センター 人権啓発係� 蕁43－2800

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2016（平成28）年12月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。　（青字＝町外で開催される行事）

10：00

森の教室 in 高知 大方くじら保育所 9：45

2（金） 心配ごと・困りごと、人権・行政相談 保健福祉センター 人権啓発係� 蕁43－280013：00

7（水） 人権作品展（～13日）※8・9日を除く 大方あかつき館 人権啓発係� 蕁43－2800

人権教育係� 蕁55－3190

10：00

8（木） 認知症介護家族の座談会 保健福祉センター 10：00

9（金） 無料弁護士相談会 総合センター 人権啓発係� 蕁43－2800
商工観光係� 蕁43－211318：00

9：00

20（火） 2016年度黒潮町人権教育推進講座 第2講座 佐賀町民館 10：00

1/3（火） 黒潮町成人式 ふるさと総合センター 生涯学習係� 蕁55－319012：30

11（日）

18（日）

若山楮　蒸しはぎ体験 土佐佐賀温泉こぶしのさと
駐車場

幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方） まちづくりマーケットプロジェクト
　　蕁090－2786－3702

地域包括支援センター
� 蕁43－2240

高知県緑の会
蕁088－855－3905

佐賀北部活性化推進協議会
� 蕁55－7272

佐賀北部活性化推進協議会
� 蕁55－7272

9：00

若山楮　へぐり体験 土佐佐賀温泉こぶしのさと
駐車場（集合）

9：00～
13：00～



濬広報くろしお  №130　2017（平成29）年1月号

1月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

1

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 26 27 28
29 30 31

25

2月
日 月 火 水 木 金 土

2 3 1 2 3 4

「えほん」や「ほん」を読んで心に残った場面を“え”
にして、みませんか？
応募期間：1月20日(金)まで

にがおえ・イメージ・感想画コンクール作品募集

期間：1月22日（日）まで
会場：あかつき館 2階町民ギャラリー

部門：小学生未満の部／小学生各学年の部／中学生以上の部
賞：クジラ大賞（各部門1点）/イルカ賞（各部門3点）/特別賞1点

「世界津波の日」高校生サミットｉｎ黒潮・関連企画

“参加した高校生たちが描いた絵”＆
“サミットあれこれ写真”展

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

蕁
５
５
―
３
１
５
０（
直
通
）

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●サイレント・ブレス　　　　　　　　　　　南　　杏子／著

●梅もどき　　　　　　　　　　　　　　　　諸田　玲子／著

●遺歌集「海の歳月」　　　　　　　　　　　植田　　馨／著

●発達障害の僕が輝ける場所をみつけられた理由　栗原　　類／著

●着こなし広がる帯を楽しむ便利帖　　　　　吉田　アヤ／著

●靴のお手入れ新常識　　　　　　　　　　　安富　好雄／著

●おいものお菓子　　　　　　　　　　　　　齋藤　真紀／著

●ハリー・ポッターと呪いの子　　　　　Ｊ．Ｋ．ローリング／著

●おとうさんは、いま　　　　　　　　　湯本　香樹実／ぶん

●ぐずりっこフンガくん　　　　　　　　　国松　エリカ／作

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

第
23
回
企
画
展

期
間
　
３
月
２６
日
ま
で

会
場
　
上
林
暁
文
学
館（
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
）

『
Ｏ
Ｎ
Ｌ
に
つ
ど
う
詩
人
た
ち
』

〜
詩
誌
創
刊
25
周
年
の
軌
跡
を
た
ど
る
〜

お

ん

る

28 29 30 31

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
き
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

◎
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
１０
日
・
１７
日
・
２４
日
・
３１
日

　
室
内
あ
そ
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
場
所
　
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

・
５
日（
木
）お
正
月
あ
そ
び

・
１２
日（
木
）誕
生
日
会

・
２６
日（
木
）折
り
紙
あ
そ
び

 
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
１０
回『
子
育
て
講
座
』

・
１９
日（
木
）午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
容
　『
父
親
と
絵
本
』

　
講
師
　
高
知
こ
ど
も
の
と
も
社

　
　
　
　
山
下
陽
佑
さ
ん

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

1
月
の
予
定

※応募用紙は図書館受付にあります。

※展示・表彰式も行います。

＊1月23日（月）～29日（日）は、
　「蔵書点検期間」となります。

＊
幡
多
で
生
ま
れ
た
詩
誌
『
Ｏ
Ｎ
Ｌ
』
の
創
刊
２５
周
年
を
記

念
し
、
そ
の
軌
跡
を
た
ど
る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
人
た
ち
の
自
筆
原
稿
、
詩
集
、
表
紙
原
画
、
О
Ｎ
Ｌ

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
、
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。


